
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
恐るべし 

 

 

ここ１０年来、職員検診を受けるたびに高尿酸値を

指摘されてはいたのだった。が、人間、実際に痛い目を

見ないことには身にしみてわからないものである。そ

れが、いわゆる生活習慣病をはびこらせることになっ

ていると、日々耳にしていても･･･。 

発端は、左足くるぶし付近のわずかな関節痛らしき

ものであった。中学時代、ひどい捻挫をした経験があり、

古傷の痛みと勝手に解釈していたが、夜も深まるにつ

れ痛みは増すばかり。ためしに立ち上がって左足にグ

ッと体重をかけてみたところ、激痛が足の裏から脳天

に突き抜けた。笑ってる場合じゃないが、あまりにも痛

くて笑ってしまう。よく観察してみると足首から下に

浮腫があり、少し熱感も伴っていて、赤っぽい。疼痛、

発赤、浮腫、熱感と、教科書に書いてあるまんまの、じ

つにわかりやすい炎症症状が目の前に繰り広げられて

いたのであった。 

翌朝。ベッドから這い出し、意を決して立ち上がって

みる。痛みの主座する場所は土踏まずの上あたり、ちょ

うど足の中心部にでっかい「痛みの玉」を抱えたような

感じである。多少我慢すれば、かかとのいちばん端っこ

の部分でどうにかこうにか体重を支えられそうだ。「ま、

なんとかなるか･･･」と幾分のんきな構えで、しかしま

た一方では腹の底に気合を込め、心の中で「せーのっ！」

と一声叫んで、死んだ気になって出勤準備を開始した。

死んだ気になって足を持ち上げ、死んだ気になってパ

ジャマを脱ぐ。死んだ気になってジーンズを履き、死ん

だ気になって左足に靴下を履く。仕上げはスニーカー

だ。一か八か、死んだ気になって左足をねじ込んだ。目

が覚めてからというもの、うちを出るまで死んだ気に

なりっぱなし。「お前はもう死んでいる」とケンシロウ

に言われた悪人の気持ちを少し理解できた気がする朝

であった。 

左足を引きずりつつ、最寄の駅で電車に乗る。座席に

座って４０分、憩いのひと時は瞬く間に過ぎて、電車は

岡山駅のプラットホームへ。電車を降りてから職場ま

で、自転車に乗っての通勤であるが、自転車置き場まで

は歩かなければならない。健常時であれば、早足で５分

ほどの距離が、この日に限っては果てしなく遠く感じ

られる。まずは駅の階段の上り下りがつらい。とくに下

りでは足に衝撃を受けやすいため、ちょっと油断する

と、息も止まりそうな激痛が襲ってくる。手すりにへば

りつくようにして、なんとか改札口まではたどり着い

た。改札を抜け、いよいよ外の世界へ。まるで初めての

巣立ちに臨む小鳥のような心境である。歩道に手すり

はない。頼れるのは痛みのない右足一本のみ。とはいえ、

改札口までの道のりで、すでにふくらはぎあたりには、

かなり張りがきている。「えーい、ままよ！」と、改札

口を片足で跳ねるように飛び出した。 

出勤を急ぐ人波が、次々に私を追い越してゆく。「昨

日までは私もあちら側の人間だったのだ」、などと、ひ

とり勝手に疎外感をつのらせつつ歩く自転車置き場ま

での道。体感歩行速度は、時速０．７キロメートルとい

ったところか。２０分ほどかけて、ようやく自転車置き

場まで到達した。 

自転車にまたがってしまえばもうこちらのもの。信

号機のタイミングを計りつつ、スピードを出したり緩

めたり。微妙なさじ加減で地面に一度も足を触れるこ

となく、なんとか職場に到着することができた。 

職場に着くや、同僚に事情を説明し、さっそく外来受

診。問診ならびに血液検査の結果から、尿酸値の異常以

外にめぼしい所見が見当たらず、診断は「痛風発作」に

決定した。ここから、私と痛風発作との長い戦いが幕を

開けることになったのである。（つづく） 
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■
大
野
英
治
先
生 

 

 

大
野
英
治
先
生
は
倉
敷
芸
術
科

学
大
学
生
命
科
学
部
生
命
科
学
科

の
教
授
及
び
加
計
学
園
細
胞
病
理

学
セ
ン
タ
ー
所
長
と
し
て
ご
活
躍

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
私
は

大
野
先
生
の
も
と
、
助
手
と
し
て

勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
訳
で

す
が
、
そ
も
そ
も
は
北
里
大
学
で

自
分
が
細
胞
診
コ
ー
ス
の
学
生
だ
っ

た
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。 当

時
か
ら
大
野
先
生
は
そ
の
豪

快
な
お
人
柄
と
独
特
な
講
義
の
雰

囲
気
で
、
学
生
の
間
で
も
人
気
の

先
生
の
一
人
で
し
た
。
研
究
室
の

研
修
旅
行
で
阿
蘇
に
行
っ
た
夜
は
、

私
と
ク
ワ
ガ
タ
採
集
に
繰
り
出
す

な
ど
、
そ
ん
な
一
面
も
お
持
ち
で

す
。
今
も
そ
の
変
わ
ら
ぬ
雰
囲
気

と
、
と
き
に
厳
し
い
叱
咤
激
励
で
、

学
生
を
は
じ
め
我
々
教
員
も
グ
イ

グ
イ
と
引
っ
張
っ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。 

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
自
分
で
は
あ

り
ま
す
が
、
今
後
と
も
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
岡
山
県
に
は
ま
だ

ま
だ
昆
虫
な
ど
も
沢
山
い
そ
う
な

雰
囲
気
が
あ
る
の
で
、
ま
た
ク
ワ

ガ
タ
狩
り
に
行
け
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。
阿
蘇
で
の
収

穫
は
カ
ナ
ブ
ン
と
ゴ
キ
ブ
リ
だ
け

で
し
た
か
ら
。 

紹
介
者
・宮
本
朋
幸 

《ご
本
人
の
コ
メ
ン
ト
》 

 

気
が
付
い
た
ら
い
つ
の
間
に
か
北

里
大
学
時
代
の
仲
間
が
集
ま
り
、

わ
い
わ
い
や
っ
て
い
る
と
い
う
今
日

こ
の
頃
で
す
。
北
里
大
学
細
胞
検

査
士
コ
ー
ス
卒
業
生
は
、
宮
本
朋

幸
先
生
は
じ
め
、
先
生
の
２
年
後

輩
の
大
学
院
生
修
士
２
年
生
・守

本
容
子
君
、
１
年
生
・
織
田
智
博

君
が
お
り
、
さ
ら
に
本
年
４
月
か

ら
は
須
々
木
ひ
と
み
君
が
北
里
大

か
ら
大
学
院
生
と
し
て
入
る
予
定

で
す
。
ま
た
岡
大
医
学
部
保
健
学

科
に
は
宮
本
先
生
の
３
年
先
輩
の

佐
藤
妃
映
先
生
が
助
手
と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。 

 

宮
本
君
に
は
臨
床
細
胞
学
発
展

の
た
め
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。 
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■
宮
本
朋
幸
さ
ん 

 

  

私
に
と
っ
て
宮
本
さ
ん
は
大
学
時

代
に
お
い
て
は
先
輩
で
あ
り
、
今
は

先
生
で
す
。 

そ
ん
な
宮
本
さ
ん
と
の
は
じ
め

て
の
出
会
い
は
大
学
時
代
の
細
胞

診
実
習
で
し
た
。
そ
の
時
の
宮
本

さ
ん
は
、
髑
髏
の
指
輪
と
ピ
ア
ス
と

い
う
出
で
立
ち
で
あ
り
、
学
生
の

私
に
と
っ
て
は
「や
ば
い
院
生
」と
い

う
印
象
で
し
た
。 

次
に
お
世
話
に
な
っ
た
の
は
、
細

胞
診
コ
ー
ス
に
入
っ
て
か
ら
で
し
た
。

そ
の
時
は
前
回
同
様
の
出
で
立
ち

に
加
え
、
ソ
フ
ト
モ
ヒ
カ
ン
で
白
い

カ
ラ
ー
コ
ン
タ
ク
ト
と
い
う
様
相

で
し
た
。
し
か
し
、
話
し
て
み
る
と

そ
の
外
見
に
反
し
て
、
意
外
と
や

さ
し
く
、
「自
分
を
し
っ
か
り
も
っ

て
い
る
人
」と
い
う
印
象
に
変
わ
り

ま
し
た
。 

さ
ら
に
印
象
が
変
わ
っ
た
の
が
、

私
が
大
学
院
に
入
っ
て
か
ら
で
し
た
。

実
験
の
基
礎
手
技
、
発
表
の
仕
方

に
加
え
、
社
会
人
と
し
て
の
あ
り

か
た
を
細
部
に
い
た
る
ま
で
面
倒

見
て
い
た
だ
き
、
ま
た
困
っ
た
こ
と

が
あ
る
と
、
親
身
に
な
っ
て
相
談
に

の
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
音
楽
（特

に
パ
ン
ク
）も
好
き
な
宮
本
さ
ん
、

今
後
も
迷
惑
を
か
け
続
け
る
つ
も

り
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

紹
介
者
・織
田
智
博 

《ご
本
人
の
コ
メ
ン
ト
》 

織
田
に
出
会
っ
た
当
時
、
自
分

で
は
“や
ば
い
院
生
”と
い
う
自
覚

は
全
く
無
か
っ
た
の
で
す
が
、
改
め

て
人
か
ら
云
わ
れ
て
み
る
と
そ
ん

な
気
も
し
ま
す
。
今
で
は
す
っ
か

り
落
ち
着
い
た
の
で
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

■
織
田
智
博
さ
ん 

 

 

倉
敷
芸
術
科
学
大
学
の
修
士
課

程
１
年
生
の
織
田
智
博
く
ん
の
紹

介
を
し
ま
す
。
織
田
く
ん
は
去
年

の
３
月
に
北
里
大
学
を
優
秀
な
成

績
で
卒
業
し
、
実
家
が
関
東
圏
に

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
遠
く
こ

の
岡
山
県
ま
で
や
っ
て
来
て
し
ま
っ

た
少
し
変
わ
っ
た
人
で
す
。
北
里

大
学
時
代
に
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
に

所
属
し
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
織

田
く
ん
は
非
常
に
よ
く
食
べ
、
よ
く

飲
み
ま
す
。
「気
持
ち
い
い
ほ
ど
よ

く
食
べ
る
」と
い
っ
た
こ
と
は
良
く

聞
き
ま
す
が
、
見
て
い
る
ほ
う
が

気
持
ち
悪
く
な
る
く
ら
い
よ
く
食

べ
ま
す
。 

真
冬
で
あ
っ
て
も
常
に
半
そ
で

Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
用
す
る
な
ど
異
常

な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
彼
で
す
が
、

勉
強
や
研
究
に
関
し
て
は
非
常
に

熱
心
で
、
遅
く
ま
で
学
校
に
残
り

実
験
な
ど
を
行
う
と
い
っ
た
真
面

目
な
面
も
持
っ
て
い
ま
す
。 

研
究
室
の
な
か
で
は
一
番
の
下

っ
端
で
、
み
ん
な
か
ら
か
わ
い
が
ら

れ
る
と
共
に
こ
き
使
わ
れ
て
い
る

織
田
く
ん
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

下
さ
い
。 

紹
介
者
・守
本
容
子 

《ご
本
人
の
コ
メ
ン
ト
》 

岡
山
に
来
た
理
由
は
守
本
政
権

を
失
脚
さ
せ
る
こ
と
と
、
三
宅
先

生
の
糖
尿
病
を
管
理
す
る
こ
と
だ

っ
た
の
で
す
が
、
今
で
は
、
二
人
か

ら
パ
シ
リ
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ん

な
は
ず
で
は
無
か
っ
た
の
で
す
が

…
。 

  



■
守
本
容
子
さ
ん 

 

 

守
本
容
子
さ
ん
は
北
里
大
学
衛

生
学
部
細
胞
診
コ
ー
ス
を
卒
業
し
、

で
き
た
ば
か
り
の
倉
敷
芸
術
科
学

大
学
の
大
学
院
に
入
学
さ
れ
、
細

胞
病
理
学
研
究
室
に
て
修
士
論
文

を
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
医
療
コ
ー

ス
の
卒
業
生
す
ら
出
て
い
な
い
と
こ

ろ
に
来
る
こ
と
自
体
が
非
常
に
勇

気
あ
る
行
動
と
言
う
か
、
大
胆
で

竹
を
割
っ
た
よ
う
な
性
格
が
簡
単

に
想
像
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

当
大
学
の
大
学
院
生
は
２
３
号

館
４
階
に
活
動
拠
点
を
置
い
て
い

ま
す
。
現
在
２
名
の
大
学
院
生

（織
田
、
岡
田
）を
従
え
守
本
組
を

作
っ
て
い
ま
す
。
外
へ出
れ
ば
舎
弟

が
十
人
以
上
い
る
だ
ろ
う
と
の
う

わ
さ
が
大
学
の
中
を
駆
け
巡
っ
て

い
ま
す
。
性
格
は
が
ん
ば
り
屋
サ

ン
で
、
こ
つ
こ
つ
積
み
重
ね
て
物
事

を
行
う
タ
イ
プ
で
す
。
服
装
は
ポ

ー
ル
ス
ミ
ス
と
バ
ー
バ
リ
ー
を
こ
よ

な
く
愛
す
る
現
代
少
女
で
す
。
主

食
は
ス
イ
カ
と
お
菓
子
と
の
噂
も

あ
り
ま
す
（真
実
で
す
）。
こ
の
４

月
よ
り
尾
道
市
民
病
院
に
就
職
し

ま
す
。
岡
山
の
方
と
も
学
会
、
勉

強
会
等
で
今
後
も
会
う
機
会
は
多

い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
舎
弟
に
な

る
と
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
損

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
得
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
。 紹

介
者
・三
宅
康
之 

《ご
本
人
の
コ
メ
ン
ト
》 

丁
寧
な
紹
介
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
否
定
し
て
お
き
た
い
箇

所
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
全
体
像

と
し
て
は
合
っ
て
い
る
気
が
す
る
の

で
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
私
は
今
年

の
春
に
大
学
院
を
卒
業
し
て
尾
道

に
帰
り
ま
す
が
、
夏
に
は
ス
イ
カ
を

お
土
産
に
し
て
大
学
を
訪
ね
る
の

で
楽
し
み
に
し
て
い
て
下
さ
い
。
そ

れ
で
は
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 

 

 

倉敷芸術科学大学のご紹介 

三宅康之 

倉敷芸術科学大学には、芸術学部、産業科

学技術学部、生命科学部があり、芸術と科学

のミックスした全国的にもユニークな大学で

す。その中で我々の所属している生命科学科

は生命科学部の中にあります。 

生命科学部には他に健康科学科、平成 18

年度からは生命動物学科が開設されます。生

命科学科定員は110名で、１年次は全員基礎

教育と一部の専門科目を取ります。２年次に上

がるときに成績と希望によって医療コース、生

命化学コース、生命環境コースに分かれま

す。約８割の学生が医療コースを希望している

のが現状です。 

医療コースには臨床検査技師＋細胞検査

士コース（44 名）と臨床工学技士コース（10

名）があります。臨床工学技士コースは現在４

年生になって提携校である神戸の神戸総合医

療介護福祉専門学校か、東京の帝京医学技

術専門学校に行きます。卒業は当大学４年卒

と専門学校卒の２つ取れます。これもユニーク

な特色の一つです。臨床検査技師＋細胞検

査士コースでは４年次に臨床検査技師のみ

（約 30名）と臨床検査技師＋細胞検査士コー

ス（約15名）のダブルの免許が取れる２つにさ

らに分かれます。これも希望と成績によって分

かれます。３年次に細胞検査士コースを希望

する人は約８割ですが、現実にダブル免許を

取るのは難しいのでセレクトするしかありませ

ん。良いことなのかどうかは定かではありませ

んが、学生は良く勉強します。 

施設面では専門の鏡検室や、生理機能検査

室などを持っているのが特徴です。細胞診コ

ースのための教室はもちろん別個にあります。

プラズマテレビや10人鏡などもあり、施設は充

実しています。機会がありましたら、ぜひ見学

においでください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＰＵの性能向上は足踏み状態で、ＨＤＤは

どんどん大容量化、低価格化が進んでいる中、

みなさんいかがお過ごしでしょう。プリンタの

呪縛からやっと解放されたにもかかわらずイ

ンク代の高さから印字を渋っている自称パソ

コンオタクＫです。今回は真面目（？）に病理

システムの話をしたいと思います。実はここだ

けの話ですが、私、倉敷にある某大学病院の病

理部のシステムを作ってきました。システムと

いうのはプログラムのことですが、世間で使わ

れているプログラム言語（ＢＡＳＩＣやＣ言語

など）ではなく、市販データベースの簡易言語

を利用したものです。それでもソースコード１

５０００行、構成ファイル数５００以上の巨大

なシステムです。１６台のＰＣを部内ＬＡＮで

接続し、病院ＬＡＮとはゲートウェイ（関所Ｐ

Ｃ）経由で患者属性（名前や生年月日など）を

取り込めるようにした本格的なシステムです。

ちなみにソースコード１５０００行というの

は１ページ４０行で印字しても３７５ページ

で、ちょっとした本になるくらいプログラムが

膨大と解釈して下さい。自分で言うのは恥ずか

しいのですが、ここまで自主開発している施設

はさすがに無く、かゆいところに手が届くよう

な良いシステム、と誰の断りもなく勝手に思っ

ているのですが、動くのが当たり前と思ってい

る使用者からは一ほめられても、１００ぐらい

けなされてしまいます。ま、どこでもプログラ

マの扱いというのはこんなものでしょう。 

ところでこのシステム、メーカー製病理シス

テムが買えるまでのつなぎとして開発したも

ので、病院のオーダリングに接続したり、一人

で長期間保守したりするにはちょっと無理が

あります。病院側にはずいぶん前からシステム

購入をお願いしていたのですが、すぐには買っ

てもらえません。と言うのも価格が高すぎるか

らです。みなさんが普段使っている Microsoft 

Office５万円程度なのに対して、病理システム

は数百万から数千万円とべらぼうに高いので

す。これで幾ら儲かるの？ と聞かれても返事

ができるはずがありません。あらん限りの言葉

を使って必要性を説くしか方法は無いようで

す。例えば、臨床からいつでも結果が見えて便

利とか、バーコードで検体取り違いが抑止でき

る…とか。 



ではなぜシステムは高いのでしょうか？ 

内訳の大半は、プログラム開発や導入にかかる

人件費です。みなさんが（自分も含めて）高い

と思っているＰＣ本体（端末）は、システムの

中ではおまけ的存在にしか過ぎません。以前の

システム関連の論文では、マシンスペックが詳

細に記述されていましたが、最近では Windows

ＰＣ１０台といった簡略な表記しかされない

ことを見ても納得できます。ですから、プログ

ラムが少しでも書ける人がいたら、とてもとて

も大事にして下さい。肩を揉むとか、ＰＣを与

えるとか、給料を上げるとか、銅像を立てると

か、○△×とか、□◎☆とか（伏せ字部には思

いつく限りの贅沢を好きなだけ入れてお楽し

み下さい。おっと、それは子供も見ていますか

らチョットやばいのでは…）。そうすれば、メ

ーカー製が買えなくてもそれなりにデータを

ＰＣに残すことができます。大切なのは「シス

テムが無いのでできない」のではなく、「ワー

プロでもいいからとにかく残す！」といった心

意気でしょう。そうすれば輝かしい未来が…、

来るといいですね。 

 

ここで一言。「恵まれないプログラマにあいの手を！」 

ヨォ～オ！ 

そりゃ合いの手だ！！ 

 

…と、バカなこと言っているうちに病院サイ

ドから購入の打診があり、導入に向けてのワー

キンググループの立ち上げ、オーダリングとの

接続形態や運営方法、メーカーの選定などを協

議し、幾多の困難を乗り越えてやっと購入にこ

ぎ着けました。ここまでの話は涙無くしては語

れないのですが、編集長からの催促が怖いので、

この話は酒の席でゆっくり…。あ！そういえば

今日は車なので飲めなかった（＊注）。ごめんな

さーい、ではまたいずれ。 

 

おっと、もうこんな時間だ。質問コーナーまだ大丈夫かな～。 

 

Ｑ１・１テラバイトのハードって何？ 

Ａ１・１兆(１０の１２乗)バイトまたは約１兆９９５億(２の４０乗)バイトのハ

ードディスクのこと。 

Ａ２・正月は１寺バイトより２神社掛け持ちバイトの方がもっとハードです。 

 

それでは、新型インフルエンザに気を付けて、またお会いしましょう。 

 次回予告「実録・病理システム導入編～その光と陰～」 

なんじゃそりゃ！ 

＊編集者注・Ｋは酒が全く飲めないのを車のせいにして飲み会からいつも逃げています。 

●謎の男Ｋへの連絡は、小林博久 まで。 



■知っていれば役立つ細胞所見 
 

 

《細胞外に形成されるライトグリーン好染性物質の由来と診断的意義に関して》  -乳腺- 

 

collagenous spherlosis の報告年齢は 32～63

歳で、乳管過形成や乳管内乳頭腫で乳管上皮細胞

や筋上皮細胞の増殖に伴い、乳腺末梢腺管から腺

房にかけての管腔内に形成される篩状構造を呈

した病変である。腫瘤を形成することなく、他の

疾患の随伴所見として偶発的に発見されること

が多い。この病変に遭遇する頻度は非常に稀で、

その発生頻度は 0．17％～0．64％と報告されてい

る。また、乳腺穿刺細胞診での collagenous 

spherlosis の報告が稀な理由として、病変が限

られた末梢の管腔内に存在するため穿刺吸引細

胞診材料で診断できるだけの細胞採取が困難な

こと、副所見であるために細胞学的に認識不足で

あること、穿刺吸引細胞診材料では乳管上皮細胞

に埋もれ spherlosis が発見できにくい、などが

考えられる。 

球状物質は 20～130μm大、エオジン好染性で、

線維状や間質性の粘液物質から構成され、上皮細

胞 や 筋 上 皮 細 胞 に 取 り 囲 ま れ て い る 。

collagenous spherlosis は多くの膠原繊維から

なり、PAS反応陽性、免疫組織化学的には typeⅢ

型ならびにⅣ型の膠原繊維とラミニンなどの基

底膜構成物質であり、Weigert の弾性線維染色で

黒色に染色される弾性線維や酸性粘液を含む 3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これに対して、球状物質が粘液物質のみで構成

さ れ る も の を Tavassoli ら は mucinous 

spherulosis と表現し、硝子化した膠原繊維様物

質 で 形 成 さ れ る 球 状 物 質 の collagenous 

spherlosis とは区別している。このような球状物

質は 60～130μm 大のやや大型の球状構造のとし

て観察される。 

これら両者の違い（球状集塊の中心部分を形成

する間質様構造物の形態的変化）は、それを構成

する typeⅢ型ならびにⅣ型の collagen とラミニ

ンなど基底膜構成物質の線維状タンパクの量に

由来する形態的なあるいは染色性の差として認

められるものと考えられる。また、collagenous 

spherlosis は同心円状構造を呈し、辺縁がエオジ

ン好性の厚手の被膜で取り囲まれ、中心部が疎な

ものや、星状の構造物を有するなど、多彩性が認

められる。この球状物を取り囲む細胞は、電子顕

微鏡的、免疫組織学的に筋上皮細胞由来であり、

球状物は筋上皮細胞により形成されるプロテオ

グリカンないし基底膜物質から成ると考えられ

る。 

Mucinous spherulosis ならびに collagenous 

spherlosis と鑑別を要する最も重要な疾患は、腺

様嚢胞癌である。組織学的に collagenous 

spherlosis の球状構造物や腺様嚢胞癌のエオジ

ン好性の円柱状物質は基底膜物質で構成され、形

態学的には非常に類似している。腺様嚢胞癌でみ

られる偽腺管内の物質は①hyaline bodies、②

mucoid secretion、③ granular eosinophilic 

material の 3 型に分類され、hyaline bodies は

collagenous spherlosis に、②③は mucinous 

spherulosis に類似した構造を呈し、腺様嚢胞癌

にみられる粘液球との鑑別が困難である。これら

の構造物は PAS 反応、alcian blue 陽性の粘液様



物質で構成され、両者を区別することは困難であ

る。しかし、組織学的に腺様嚢胞癌は浸潤性の発

育形態を示すのに対して、mucinous spherulosis

ならびに collagenous spherlosis は管内病変と

して偶発的に認められる点が大きく異なるとこ

ろである。 

細胞診的にも、腺様嚢胞癌の特徴的な所見の一

つである粘液球と mucinous spherulosis ならび

に collagenous spherlosis で認められる球状構

造物は、非常に類似している。しかし mucinous 

spherulosisならびに collagenous spherlosisは、

ボール状の球形を呈するのに対して、腺様嚢胞癌

の粘液球は球状構造の一部に周囲間質との移行

を認め、風船に空気を入れたような突出した部分

が認められる。また、典型的な腺様嚢胞癌の穿刺

吸引細胞像では、粘液球と密度の高い三次元的な

細胞集塊や散在性に出現する上皮細胞が

collagenous spherlosis との鑑別になると報告

されている。 

大型の球状物として観察され鑑別を要するも

のの一つとして myospherulosis がある。 

Myospherulosis は、1969 年にケニアから背部

筋肉内の結節性嚢胞状病変 7 例が報告された。そ

の後、乳腺穿刺吸引細胞診でも 1984 年に報告さ

れている。 

Myospherulosis はパパニコロウ染色では赤色

に染色され、表面平坦な球状集塊として認められ

る。また myospherulosis は大小の嚢胞状球状構

造 parent cyst の中に多数の小型球の endobody

が充満している。これに対して mucinous 

spherulosis 及び collagenous spherulosis は比

較的均一な硝子様のものや無構造物質ならびに

間質性の粘液様物質で、これらの球状構造物の表

面に紡錐形の核を有する筋上皮細胞が認められ

る点が異なる。 

乳腺穿刺吸引細胞診でライトグリーン好染性

の 20～130μm 大の球状物質が認められたときに

は mucinous spherulosis ならびに collagenous 

spherlosis と腺様嚢胞癌を鑑別に入れ検索する

必要があることを痛感した。中心部が硝子様物質

よりなるｃollagenous spherlosis に対して、球

状物質が粘液物質のみで構成される mucinous 

spherulosis は特に腺様嚢胞癌の粘液球との鑑別

が非常に困難であった。しかし、20μ～60μm 大

の硝子化した球状物質を含む collagenous 

spherlosis と 共 に 出 現 し た 場 合 に は 、

collagenous spherulosis の亜型である mucinous 

spherulosis の可能性を念頭に入れ、臨床所見を

含めた慎重な検索が肝要である。 

（川崎医科大学附属病院病院病理部   畠 榮） 
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■初心者クライマーの運命やいかに！？ 

 

双六 体験記
SUGOROKU TAIKENKI 

登り続ける細胞検査士                   

 中島弘一（新婚４ヶ月）                         

 

 

 
今、トレッキングが流行っているらしい。車や

ロープウェイで、日帰りで手軽に山登りができる

ようになったせいもあるのかもしれない。僕もア

ウトドアが大好きである。釣りが趣味のため、釣

りの後によくキャンプをしたりする。しかしこれ

まで、トレッキングやちゃんとした登山をやった

ことはなかった。周りの友達に山好きの人もいな

かったため「チャンスがあったらやってもいいか

なぁ」くらいにしか考えていなかった。そんな折

りも折り、上司の知り合いで山好きの婦人科の先

生にお会いする機会があり、僕がアウトドア好き

なことをお話すると、「今度、一緒に登ろう！」

という話になったのだった。もちろん、このとき

は社交辞令にしか感じていなかったし、まさか本

当に登るとは思ってもいない。「ちゃんとした山

登りは大変そうだしな…」とも感じていたからで

ある。ある年の春の臨床細胞学会で、またその先

生にお会いすることができた。先生の話だと、こ

の夏に山に登るという。先生は山小屋にある診療

所のスタッフとして行かれるらしい。「もし一緒

に行くとしたら、ある程度お手伝いはあるかもし

れないが、自由にしていていい」とのこと。それ

でも僕は迷っていた。「体力に自身がないしなぁ」

などと軟弱な気持ちいっぱいだったのだ。しかし

（！！）、先生のある一言で僕は山へ登る決心を

することになった。先生いわく、「中島君は渓流

釣りが好きだったよね。黒部川の源流が近くにあ

るから、岩魚が釣りに行けるよ。あまり人が行か

ないから入れ食いだよ」 

「天然の岩魚が！？入れ食い！？マジっす

か！？」この瞬間、僕の心の迷いは消えうせた。

「先生、一緒に行きます。よろしくお願いしま

す！」とまぁそんなわけで、僕のはじめての登山

が決定した。 



 

 

いろいろ先生と日程の調整等をしているうち

に、参加メンバーも固まった。まず、リーダーで

あるＳ先生（♂）一家（奥さんと中学生のようク

ン、小学生高学年のあさちゃん、末っ子のゆうク

ン）と某大学医学部山岳部のＯさん（♂）、看護

師のＴさん（♀）、そして僕の友人のＩ先生（♀）、

後輩のＭさん（♀）、そして僕と、総勢１０名の

大所帯。日程は３泊４日。登山前日にＳ先生宅に

泊めていただき、そこから出発となった。 

登山当日は曇り時々小雨。山登りにはピーカン

よりよっぽど登りやすい気候らしい。ペースメー

カーは末っ子のゆうクン。確か５歳くらい。荷物

こそ自分で背負っていないが、彼のペースならつ

いていけるかな、とちょっと安心した。僕たちの

荷物は自分の着替え、カメラ、おやつ（登山では

かなり重要）、飲み物、山小屋で飲むお酒とつま

みを少々、そして大事な釣り道具。だいたい７～

８㎏くらいだと思う。これでも重いなぁと感じて

いたのだが、山岳部のＯさんは診療所で使用する

ためのＯ２ボンベをザックに入れている。その他

に三脚、カメラまでも。試しに背負わせてもらっ

たが、シャレにならない重さだった。恐るべし、

山岳部･･･。 

いよいよ、登山開始。みんな最初はしゃべりな

がら楽しく登っていたのだが、１時間もすると

黙々と歩いている。息もあがってくるし、きつく

なってきた。予定の時間では約３時間で鏡平小屋

に到着。お昼を食べてからさらに登ること約３時

間で、目的地である双六小屋に到着予定。しかし、

つらいなぁと思いながらも景色を楽しみつつみ

んなでがんばり、予定通りに双六小屋に到着した。

双六小屋は標高約２６００ｍの場所にあり、８月

でも夕方になると寒いくらいだ。 

 早速、小屋のスタッフに挨拶をすませ、診療

所兼僕たちの住みかに荷物を降ろすことができ

た。あー、がんばった、がんばった。診療所は

玄関兼荷物置き場があり、その奥に診察室、そ

してその隣が台所と６畳の部屋となっている。

水道は付いているが雪どけ水をろ過して使用し

ているため、水はとても貴重な物である。無駄

遣いに注意し使用は最小限にする。また、食事

は自炊である。洗い物の洗剤も自然に配慮しあ

まり使用しないようにしていた。電気も付いて

いるのだが２１時には完全に消えてしまう。こ

れも山では発電機を使用しているため燃料の節

約のためである。みんな、早く起き出して登山

に向かうのでそんなに必要ないのかもしれな

い。診療所では患者さんがいつ来てもいいよう

に大型のバッテリーを装備しているため、非常

時に電気の使用は可能であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そうそう、診療所の紹介を忘れていた。双六小

屋にある診療所は、富山県にある某大学医学部の

山岳部とそのＯＢ達のボランティア団体で成り

立っている。医療器具や薬品等も寄付と診療費で

まかなっている。総ての治療に対応ができるわけ

ではないが、最低限の治療はできるようになって

いる。しかし、どうしても緊急事態にはヘリコプ

ターの出動を要請することとなる。なるべく呼ば

ずにすむに越したことはない。皆さんも「診療所

があるからどうにかなるだろう」ではなく、もし



もの時の診療所だと思い、体調を万全にして、な

るべくお世話にならないようにしてほしいもの

である。 

診療所２日目は隣の三俣山荘にある診療所へ

ご挨拶に行った。ここは確か岡山大学医学部が守

っている診療所だったような気がした（岡山の会

報なのにいいかげんですみません）。片道四時間

程度の行程。双六山山頂に寄り道をしながら向か

った。あいにく、天気は曇りで景色はあまりよく

見えなかったが、それでも時折見える風景はまさ

に絶景である。来て良かったなぁと思う一瞬。そ

して三俣山荘に到着するとＳ先生から「この小屋

の下のほうに黒部川の源流があるからね。ほとん

ど一本道で迷わないと思うから良く覚えておい

てね」とのお言葉。「おおしっ」と、明日の釣り

にむけて気合が入る。 

三俣山荘の診療所では最近の様子や患者さん

の人数、またお互いの小屋で多い薬や少ない薬の

情報交換をおこなった。しかし、山の話も聞けて

とても楽しいひと時だった。診療所に戻ると夕食

をとりつつ明日の予定の確認。最低限のスタッフ

を残しみんなは槍ヶ岳へ。槍ヶ岳は３１８０ｍも

ある日本で五番目に高い山である。ちょっとそち

らも行きたいかも、と思ったが、岩魚たちの誘惑

には勝てず、一人で釣りに行くことにした。一人

で行くにあたりＳ先生から注意があった。「無理

はしないこと。１６時３０分までには帰ってくる

こと。もし帰れないようであれば三俣山荘に泊ま

ること。あまり川を下らないこと。」この約束は

守ってほしいと言われたので「絶対に守ります」

と答え、お許しをいただいた。黒部源流までの行

程は約３時間半。出発は６時･･･逆算すると釣り

ができるのは３時間程度、このとき僕はフライ・

フィシングで釣りをするつもりだったのだが、本

格的な渓流で釣るのは初めてである。こんな短時

間で釣れるかなぁと少々弱気になってしまった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

診療所３日目、いよいよ釣りである。お弁当に

おにぎりを作ってもらい。おやつをザックにいれ、

後は大切な釣り道具。出発間際にＯさんがポカリ

スウェットの粉末を２袋渡してくれた。「中島さ

ん、もし川で怪我をしたら無理に動かないでいて

くださいね。明日絶対に助けに行きます。川だか

ら水はたくさんあるのでこれを溶かして飲んで

ください。おやつもいっぺんに食べちゃだめです

よ。」この言葉でとても不安になってしまったの

だが、まさかここまで来て「本当に大丈夫でしょ

うか？」と聞くのも悲しいので、「ありがとうご

ざいます、気をつけますね」と笑顔で答えた。 

…内心「マジかよ～」。 

道は昨日の道のりなので、ほとんど迷うことな

く三俣山荘付近まで行くことができた。あとはも

う少し下るだけだ。天気もこの時点では曇り時々

晴れ、まずまずのお天気。さらに下りて行くと沢

の音がしてきた。やはり水の音を聞くと「来てよ

かったなぁ」と釣りもしていないのに感動してし

まった。小さな沢をいくつか越えて黒部川の源流

に到着。ほぼ予定時間通りだ。沢のさらに上部は

まだ雪渓に包まれていて、雪の中から水が流れて

いる雰囲気である。川幅は２～３ｍでそれほど大

きくはない。岩がゴツゴツしているので岩にさえ

気をつければ危険な様子もなく少し安心した。 

仕掛けを準備し、いざ釣りへ。フライ・フィッ

シィングは、簡単に言えばフライと呼ばれる虫に



見せかけた毛ばりで魚を釣る。フライを投げ流れ

に乗せる。このフライを流しながら魚が水面のフ

ライに食いつくところを釣り上げる。釣れるまで

場所を変えフライを変え、がんばるのである。し

ばらく釣ってみたが釣れないので、おにぎりを食

べ休憩した。ちょっと天気も悪くなり、小雨＆霧

がたまに出るようになってきた。魚はフライを見

に来るのだけれどもなかなか咥えてくれない。何

が悪いのかしら…。場所を変えつつがんばってフ

ライを投げ続けた。そして、タイムリミットあと

１時間くらいになり、やっと１匹、釣り上げに成

功。体長１５ｃｍくらいのチビ岩魚だった。かわ

いそうなことに僕の合わせが遅かったため針を

飲み込まれてしまった。本当であればキャッチ・

アンド・リリースするのだが、息も絶え絶えにな

ってしまったため、持ち帰って頂くことにした。

この後も残り時間めいっぱいにがんばったが、こ

れ以上釣ることができなかった。確か、この登山

に誘われたきっかけは「岩魚が入れ食い」だった

のでは…。まぁ、とても雄大な景色の中釣ができ

たし、初心者の僕が１匹でも釣れればたいしたも

のなのかもしれないけど。 

 

 

帰りは本格的な雨になってしまった。体は冷え

るし、道は悪いし、視界も悪くひたすら最悪な状

態である。帰り始めから雨が強くなり、道は川の

ようになっている。注意して登っていたつもりな

のだが足をとられて滑ってしまった。『ガツッ

ッ！』転びはしなかったが、右足の親指を岩に強

打してしまった。あまりの痛さにうずくまる。靴

を脱いでどのような傷になってしまったか確認

したいが、ずぶ濡れの状態で靴を脱いでしまうと、

もう一度きちんと履くことができないと思い、我

慢して先を急ぐことにした。雨で視界が悪く、こ

んなときに限って周りにはほかの登山者もいな

い。とても心細い気持ちになる。行くときにはな

んでもない道だったのに、あちこちに滝ができて

いてビックリする場所が何箇所もあった。「無事

に帰れなかったらどうしよう…」という考えが頭

にチラついたが、とにかく歩くことに集中である。

この後はただただ本能的に歩いていたような気

がする。山小屋が見えたときの安心感と疲労感は

なんともいえない気分だった。 

小屋に到着して早速ぶつけた足の親指を見る

ことにした。爪全体が血豆になっており、もうビ

ックリである。Ｓ先生に診てもらうと「２～３週

間もすると、全部爪が剥がれるかもね」と言われ

てしまった。まぁ、見た目は派手だが痛みはそれ

ほどではなかったので安心できた。実際に２週間

ほどで爪が剥がれたのだが、そのような足の親指

を初めて見たので、かなりビックリであった。 

診療所４日目。今日は昨日の疲れを取るために、

特に予定は入れずのんびりするつもりだ。今まで

重症の患者さんもなく平和な日々を過ごせてき

た。Ｓ先生の「麻雀をやろう」というお誘いで麻

雀をすることに。この他にもＵＮＯや将棋、トラ

ンプに人生ゲームなど、遊び道具は天気が悪く山

小屋に閉じ込められた時用にたくさんある。 

 

 

僕は麻雀を始めるとすぐに気持ち悪くなって

しまい、嘔吐してしまった。明日は下山日のため、

体調を早めに復活させないといけないと思い、Ｓ

先生に報告した。「あまりしゃべらないからどう

したのかと思っていたよ。まず、熱を計ってみな」

といわれ、電子体温計で熱を計ってみた。ピピッ

ピピッと１分が経ち見てみると、な！なんと！３

９．２℃！！ この結果を聞いてみんなで大騒ぎ

になってしまった。とりあえず、風邪薬と解熱剤

（座薬）を投与してもらい寝ることにした。座薬

をもらったときに「自分で入れられます」と反射

的に答えたら「誰に入れてもらうつもりなのだ、



バカモン」と笑われてしまった。診察室で一人寝

ていると隣の部屋から声が聞える…「なんだ～メ

ンツがいなくて麻雀ができないなぁ」との声。…

みんな、ごめんなさい、と心の中で呟いてしまっ

た。 

１時間程うたた寝をした後、また熱を計ること

に。なんとなく気分も良くなったし、少しボーッ

とするけれでも大丈夫なような感じである。明日

までにはどうにかしなければいけないし、気合で

がんばろうと思っているうちに体温計がピピッ

と僕を呼んだ。期待とはうらはらに、なんとまだ

３９℃！！！ 先生達も「なんでだ！？」と、ま

たまた大騒ぎなってしまった。さっきまでの気合

が３９℃の数字を見たとたん吹き飛んで、病人に

逆戻りしてしまった。みんなで順番に僕のおでこ

に手を当てて熱の様子を診てくれる。そんな中、

後輩のＭさんだけが「あまり熱っぽく感じないん

ですけど、本当に熱がありますか？」と言ってく

れた。念のため、予備の電子体温計で計りなおし

たが数字は同じ３９℃だった。さらに座薬を入れ、

またベットに戻った。隣の部屋からは明日の下山

の作戦会議をしている様子である。「どうなって

しまうのだろう」と思いながら、薬のおかげでま

た夢の中に突入してしまった。 

３度目の検温。先生達もこれだけ座薬を入れれ

ば熱は下がっているだろうという雰囲気だ。僕も、

も大丈夫だろうと思っていた。今度こそは…ピピ

ッ…体温計が呼んでいる。３８．５℃！？ 僕は

「少し下がりましたね」と笑いながら言ったのだ

が、Ｓ先生は「こんなのは誤差内で下がったうち

にはならない！」と真面目に答えられてしまった。

Ｄｒ．２名、看護師１名、医学部学生１名のスタ

ッフみんなでいろいろ原因等を考えてくれてい

る。きっとこんなにたくさんの医療従事者に看て

もらえるなんて入院でもしなければできない経

験だと思う。ありがたや、ありがたや。みんな、

ありがとう。そして、とうとう点滴の登場である。

山小屋の診療所では、点滴は非常に貴重なもので

ある。それに僕はスタッフということもあり、使

用期限切れの輸液セットのチューブ、使用期限ぎ

りぎりの抗生物質と輸液を使うことになった。普

通の生活をしていてもなかなか点滴をする機会

など無いのに、高度２６００ｍの山の上で点滴を

することになるとは思わなかった。時間はすでに

お昼を過ぎている。とにかく明日までに下山でき

ないとどうなってしまうのだろうと、すごく不安

になってしまった。点滴を開始してから子供達も

静かにトランプなどで遊んでいる。他のスタッフ

ものんびりとした雰囲気で過ごしている。「こん

なことめったに無いから、点滴をされている僕と

記念写真を撮ろう」ということになりみんなで写

真を撮った。「きっと僕が熱を出さなければ、も

っとほかのことができたのにな」とかなり凹んだ

気持ちになってしまった。もうすぐ点滴が終了し

そうだな、という時にＳ先生が「お腹空いていな

いか？ うどんでも山小屋から買ってきてあげ

るな」と言ってくださり、ありがたく頂くことに

した。朝からあまり食べていなかったせいか、と

ても美味しく食べることができた。「顔色もいい

し、また熱を計ってみよう」ということとなり、

いざ検温である。結果は…３８．２℃！！！ 一

同「えーーーー！！！」「どうして！？！？」の

声。Ｓ先生も「あれだけやって熱が下がらないわ

けは無いぞ！」とびっくりしていた。僕自信も、

「嘘だろ！？体調いいぞ…」という感じである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

大人達が悩み困っているときに、長女のあさち

ゃんが「私にも熱計らせてー」と言うので、体温

計を渡してあげた。「明日の下山がどうなってし

まうのかわからないときなのに、子どもって本当

に無邪気だなぁ」と思った。そして、１分後。「わ

ーお父さん、私も３９℃の熱があるよ？？」ん？

「何！？ちょっと、お父さんにも貸してみなさ

い」。Ｓ先生も自分でも計ってみた。ピピッ「俺

も３８℃ある…」そうなのである。誰が計っても

３８～３９℃になってしまうのだ。つまり、僕自

身が熱があった訳ではなく、体温計が壊れていた

のだ。しかも、予備の体温計まで同じ症状で壊れ

ていたのだ。では、なぜ僕は朝食を吐いてしまっ

たのだろうか。よーく、考えてみると、昨日の夜、

もうすぐ下山してしまうからということで山小

屋のスタッフと飲み会をしたのだった。とても楽

しく、たくさん飲んだ記憶がある。そう、朝、気

持ち悪かったのはただの二日酔いだった（！）の

だ。診療所の雰囲気がどっと明るくなったような

気がした。そして、みんなもいつも通りの態度に

戻っていく。いや。いつも以上に厳しくなったか

も。Ｓ先生も「自分で食べたうどんだから、食器

を洗って小屋に返してきてね」、Ｏさんも「明日

の荷物なんですが、中島さんは自分の荷物以外に

これもお願いしますね」等等 etc…。僕も苦笑し

ながら「はい」と言うしかなかった。とんでもな

いハプニングだったが、みんなの優しさを感じる

ことができてちょっと幸せな気持ちになれたの

も事実だ。Ｓ先生が元気になった僕を見て「これ

だけ短時間にあれだけの解熱剤と抗生物質を健

常人に投与しても、意外に問題が無いんだな。勉

強になったよ」と言われてしまった。僕は先生の

お役にたててとても幸せです、はい（笑）。 

診療所最終日、今日は、とうとう下山である。

いろいろな体験ができて、とても楽しく過ごすこ

とができた。なによりの功績は『なんちゃって発

熱事件』だろうか。あれがなければ電子体温計が

壊れているのがわからなかったのだ。先生達も申

し送り事項に新しい体温計を持ってくるように

指示を出していた。『気は心』と言う言葉を妙に

思いだしてしまった。 

たくさんの感謝の気持ちも含め山小屋の人達

に挨拶をして下山した。とても楽しくたくさんの

思いでもできた。帰りながら山を振り返り、もう

来ることも無いのだろうなぁと考えていたのだ

が、まさか再びここに来ることになるとは、この

時点では思いもしなかった。 

 

 

２年後の夏休み。寂しいことに、なにも予定が

無かった。何処に行こうかと考えているときに、

またＳ先生とお話をする機会があり、山の話にな

った。その話の中、いろいろな事情によりしばら

く山に行けなくなるため、今回また双六診療所に

行くという。僕はその話を聞いて、急に「え！？

しばらく行けなくなってしまうのか！行かなけ

れば！」という気持ちになり、同行させて欲しい

とお願いをした。Ｓ先生からは「もちろん、ＯＫ！」

の返事をいただき、またまた、双六診療所に行く

ことになった。 

このときＳ先生から出された条件がひとつ。条

件というよりお願いであるが、「前回のように一

人で釣りには行かないこと」。初めて本格的に山

に登った素人を単独行動させ、さらに黒部川源流

で馴れない沢登りまでさせてしまった。何も無か

ったからよかったものの、今回もそうとは限らな

い。よくよく考えて行かせないことにした様子で

ある。僕にしてもそこまで危険だったのかと、我

ながらすごいことをした気分になってしまった。

そんな話を聞いて「それでも僕は釣りに行くの

だ！」と言えるほど勇気も根性もない。あるのは



命を大事にする気持ちだけだ。Ｓ先生に「行かな

い」と約束をして一緒に山へ行けることになった。 

今回のパーティは変わっていて、先に大学の先

生達が３人登っているという。僕達は後発で登る

パーティである。メンバーはＳ先生、山岳部の男

性２人、女性１人の３人、そして山岳部ＯＢの方、

そして僕の合計６名。ルートも前回同様のコース

を登る。出発の日、一度登っている分ほんの少し

だけだが余裕があり、周りの景色を楽しみながら

登ることができた。天気も良く空は快晴で槍ヶ岳

がとても良く見える。前回、僕は独りで釣りに行

ったため槍ヶ岳には登っていなかった。今回はこ

の山に登ることを目標にしようと心に決めた。双

六診療所に到着すると、先発の先生達が出迎えて

くれた。みなさん、大学病院の漢方薬の先生達で、

そのうちのお一人は６０才を過ぎている偉い先

生だった。自己紹介を終えて話をしていると先生

達も槍ヶ岳に登りに来たのだという。Ｓ先生は診

療所を空けるわけには行かないので、Ｓ先生以外

の全員で行くことになった。 

 

 

次の日の朝、４時３０分に出発。出発をし１時

間程経った頃、樅沢岳山頂で御来光を拝むことが

できた。樅沢岳は２７５５ｍの山だ。御来光を見

ていると、どこかの大学の学生達が相手の胸を揉

むような仕草をしつつ、みんなで「モミ、モミ、

モミ」と言いながら朝日を見ている。よーく話を

聞いていると「もみさわ岳だけにモミモミ」だそ

うだ。朝一番からテンションが高いなぁと感じて

しまった。朝日が出てしばらくすると天気が崩れ

始め、風も出てきて寒いので早めにレインスーツ

を着用することにした。 

槍ヶ岳までの道のりは山の稜線を歩いていく

コースである。つまり山の頂上を道なりに歩いて

行くので左右の両方が崖になっているような場

所も何箇所かあり、また鎖で手すりがついている

場所もある。その中の一箇所で僕が「いや～本当

に怖いですね。落ちたら洒落になりませんね」と

言うと、山岳部の学生さんが「大丈夫ですよ。し

っかり歩いていれば問題ありませんよ。あ！そう

いえば去年ここから滑落して亡くなった人がい

たらしいんです。気をつけましょうね」と言われ

てしまった。思わず『滑落している人がいるんじ

ゃん！亡くなってるんじゃん！大丈夫なわけ無

いじゃん！…』と心の中で叫びつつ「そうなんで

すか、気をつけますね」と笑顔で答えてしまった。

それからも怖い場所に遭遇しながら、それでもみ

んなで楽しみながら行くことができた。ようやく

槍ヶ岳山頂下にある槍ヶ岳山荘に到着。この山小

屋に到着したのが１１時くらいだったと思う。ま

ず、昼食を食べてしばしの休憩。この山小屋は収

容人数も６５０名と収容人数も多く、また人気の

高い槍ヶ岳にあるために非常に混雑していた。そ

れに標高３０００ｍ近い場所にあるにもかかわ

らず、焼きたてのパンを出してくれるという凄い

山小屋だ。休憩の後、槍ヶ岳の山頂を目指し、登

り始めた。山頂までは３０～４０分程度とのこと。

山岳部の学生さんから注意点を一つ聞かされた。

「三点は必ず確保してください」。三点確保とは

つまり、登るときに放していいのは両手、両足の

どれか一つだけ、ということらしい。つまり、左

右の足を着けていたら放していいのは右手か左

手どちらかだけ、ということだ。これさえ守って

いれば滑落しないはず（？）だそうだが…。そん

な攀じ登るような場所なのかと覚悟をきめて、い

ざ山頂を目指した。 

 

 

 

 

 

 

 

 



僕の登山のクライテリアは、「細い山道をザッ

クを背負って、えっほ、えっほ、と二本の足でし

っかり踏みしめていく」というものだ。しかし、

ここは違う！。さっき説明してもらった三点確保

の意味がやっとわかった。なぜ、ザックや余計な

装備を山小屋に置いてきたのか、今わかった。凄

い岩場なのだ！。登山というよりロッククライミ

ングに近い。上に向かって攀じ登っていく、しか

も、上に行けば行くほど直角になるような気がし

てくる。下を向くとさらに角度が急なことがよく

わかり、かなりビビッてしまう。「もう下を向く

のはやめよう」と心に誓った。 

山頂に近づくと梯子ポイントが現れた。それだ

け急な角度の場所ということだ。本当に怖かった。

遊園地の絶叫マシンもとても怖いと思う。いや怖

さは絶叫マシンのほうが上かもしれない。しかし

絶対的に違うことが一つある。それは、この登山

では安全は自分にかかっているということだ。適

当に登っていれば滑落して命にかかわるのだ。 

こんな思いを秘めながら攀じ登り、やっと頂上

に到着である。頂上は２０畳程の広さで小さな祠

があるだけだ。小雨が降っていたので視界はよく

なかった。みんなの話を聞いてみると、天気が良

ければ富士山が見えるそうである。富士山！？、

今いるここは岐阜県である。富士山があるのは静

岡県…、３１８０ｍの高さになるとそんな遠くま

で見えるのかと感心してしまった。しかし、天気

が悪く、高いことが良くわからない。ある意味景

色がわからなくて本当に良かったと思う。なぜな

ら、この２０畳の空間から下は、ほぼ直角になっ

ている。つまり断崖絶壁なのだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記念写真を撮ってから、帰途についたはいいが、

このとき初めて上りより下りのほうが格段に怖

いことに気づいてしまった。大人になっても泣き

たいくらい怖いことがあるものだと思った。いく

ら泣いたところで、自分が動かなければ帰れない。

絶叫マシンと違い、目をつぶり歯を食いしばって

いれば元の場所に到着するのとはわけが違う。と

にかく、三点確保をしっかりしていれば大丈夫と

自分に言い聞かせ、がんばって下りた。無事に下

りたときの安堵感はなんともいえなかった。生き

ていることは本当にすばらしいと思う。さて、こ

こからは診療所に帰るだけだ。このときの時間が

１３時頃だった。 

槍ヶ岳の到着時刻を考えると診療所に帰還す

る時刻は１８時頃になるかもしれない。このまま

帰ると日が沈む可能性が出てくる。学生さんが年

輩の先生に「僕と先生の二人で槍ヶ岳の小屋に１

泊しますか？」と提案したが、「みんなと一緒に

帰るよ」と言われたので、みんなで一緒に帰るこ

とになった。 

下りは、単純に考えると上りよりも辛くないよ

うなイメージだが、じつは下りのほうが膝にかか

る負担が大きいため非常に疲れる。今回はさらに

小雨が降っており、気温も低く、８月のお盆時期

にもかかわらず１０℃くらいしかない。みんな帰

りは無言になり、上りより休憩の回数も多くなっ

てきた。雨の中稜線を歩くと下から雨が降ってく

る。山に風が当たり下から上に吹き上げてくるた

め、まるで下から雨が降ってくる感じがするのだ。

下を向いても前を向いても雨がくるので、顔はフ

ードを被っていても濡れてしまい、とても寒くな



った。休憩の回数が増え、時間もかなり遅くなっ

てきている。 

天気が悪いせいもあり暗くなってきたため、ヘ

ッドライトをつけることにした。しかし、暗くな

ることを想定していなかったせいか、ヘッドライ

トを持ってきていたのは７人中３人だけだった。

僕も荷物が増えるだけだから置いていこうとし

たのだが、Ｓ先生に「念のために持っていきな」

といわれて持ってきていたのだ。パーティの並び

方もヘッドライトを持ってきている先生を先頭

にして、あとはヘッドライトを持っている人を間

に入れる並び方に変えて出発した。この時は、ま

だ多少明るかったのだが、徐々に「これ以上暗く

なるとまずいなぁ」と感じるようになってきた。

寒さと疲労のために、だんだんボーッとしながら

歩くようにようになり、さらに心細くなっている

せいか、低い木の影を「あ！人がいる！」と見間

違える回数も増えてきた。これは僕だけでなく他

のメンバーも同様のようだった。こんな状態だと

幻覚（大げさな言い方だが）も見えたりするのだ

な、と思ってしまった。 

結局、日も沈んですっかり暗くなり、小さなヘ

ッドライト３個で進んでいると「もしかして今夜

この辺でビバークすることになるのだろうか」と

考えるようになってきた。かなり寒い。でも、み

んなで集まってじっとしていれば、どうにかなる

だろう。食料も携帯食として持ってきているお菓

子を全員分集めれば明日の朝まではどうにかな

るのではないか、と思った。それでも、もう少し

で診療所に着くことを信じて歩いていた。このと

きのことを詳しく思い出そうとしても暗い道と

寒さと心細さのイメージしか出てこない。 

どれだけ歩いたがわからなくなり、時間を見る

と１９時になっていた。６時間は歩いていること

になる。そろそろ到着してもいいのではないかと

思うのだが、山小屋らしき明かりはまだ見えない。

たまに木と人を間違えるくらいだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

風と雨の中、ひたすら歩き、「本当にたどり着

くのだろうか…」と思い始めた頃、また前方に人

の影らしきものを２つ見つけ、内心「あ…、また

か…」と思ったのだが、目を凝らすとヘッドライ

トの明かりも見える。「え！？」と学生さんも反

応している。誰かが手を振っている。「本物の人

だ！！」ビックリしたのとうれしい気持ちがごち

ゃごちゃになった。道は間違いなく診療所に近づ

いていたのだ。Ｓ先生と山小屋のスタッフの方が、

帰りがあまりにも遅いために心配して来てくれ

たのだ。Ｓ先生と再会したときに肩を叩かれなが

ら「いやー、何事も無くて本当に良かった。山小

屋はもうすぐだよ」と言われて、僕は到着もして

いないのに体の力が抜けるような感じがした。Ｓ

先生が持ってきてくれた予備のライトをつけた

ので、とても下山しやすくなった。帰りながらＳ

先生は「本当に心配したよ。東京のＩさん（僕の

上司）になんて言えばいいのか考えてしまったよ。

それに遭難記者会見も覚悟した」と言われた。僕

は「心配させてすみませんでした。でも、記者会

見なんて大げさですよ」と答えると、Ｓ先生は真

面目な顔で「中島君達は遭難したんだよ」と言わ

れる。思わずビックリしてしまった。 

そんな話をしながら３０～４０分も歩くと診

療所に到着である。とにかく全員が濡れネズミで

からだは冷え、そのうえ空腹だった。ストーブを

点け、学生さん達は疲れているのに夕食を作り始

めてくれた。一緒に行った先生達も「いやー、ど



うなるかと思いましたねぇ。ビバークすることに

なるかと思いましたよ」と言っている。やはり考

えることは同じらしい。 

その日の夕食兼飲み会は大騒ぎとなった。無事

に帰って来れてホッとしたので、こんな飲みにな

ったのだと思う。「生きているってすばらしい！」、

誰もがそう感じていたのだろうと思う。疲れてい

るのに飲み会は深夜にまでおよんだ。僕とＳ先生

は隣の部屋で先に寝ることにした。 

 

 

Ｓ先生に、あの時ビバークしていたらどうなっ

ていたか聞いてみた。天気、気温、持っていた食

料などを伝えると、「まぁ中島君だけの体力を考

えれば大丈夫だろう」と言われた。しかし、「年

輩の先生も一緒のことを考えれば凍死だってあ

りうる」とも言われビックリしてしまった。いく

ら寒いとはいえ夏なのに凍死なんてオーバーだ

なと思っている僕に、Ｓ先生は『疲労凍死』のこ

とを教えてくれた。一般にいわれる『凍死』とは、

体温がだいたい３２℃以下に低下して体が正常

な機能をしなくなり死ぬことである。一方、『疲

労凍死』は、気温が１０℃位でも風雨で体温がど

んどん奪われ体力も消耗している状況で死にい

たる場合をさす。それに、登山で下山の予定時間

内に帰れず、他人の力を借りて下山するというこ

とは、それだけですでに遭難なのだ、ということ

も教えていただいた。どのようなことに対しても

いえることだが、何事も甘く見ているととんでも

ない目にあう、ということだろう。しかも、それ

が死につながることであればなおさらだ。すぐ隣

に死がいたと考えると、本当に無事に帰って来ら

れてよかったと感じた。 

次の日、先発隊の先生３人組が先に下山してい

った。この日は天気も良く、先生たちが帰った後

トランプをしたり診療所の布団を干したりして

過ごした。午後になり、「山小屋のすぐ近くで胸

が痛くなり動けない人がいる」と連絡が入った。

まず、Ｓ先生と学生さんが様子を見に出て行った。

僕も外に出て見てみると山小屋から２００ｍく

らい離れたところに人が集まっていた。そのまま

様子を見ているとＳ先生がジェスチャーで呼ん

でいるのが見え、そちらに向かった。患者さんは

６５歳くらいの男性で胸が苦しいとのこと。Ｓ先

生に「診療所から酸素ボンベを持ってきて欲しい」

と言われ、急いで診療所に戻った。診療所まで走

って戻ったのだが、診療所に着くと今度は僕がと

んでもなく息苦しくなり息を整えるのに大変だ

った。よく考えればここは標高２６００ｍの場所、

地上より遥かに空気が薄いはずだ。そんな所で本

気で走ってしまったのだから当然の結果かもし

れない。一瞬、「僕にも酸素をくれ～」と思った

が、ぐっとこらえボンベを背負って今度は小走り

程度に急ぎ現場に届けた。 

患者さんを診療所に運んでから僕はただウロ

ウロするばかりだった。問診、検温、血圧、点滴

と次々にＳ先生が行っていく。診療所に血算、生

化学の分析装置、心電計でもあればもう少しは役

に立ったかもしれないが、山の診療所にそのよう

なハイテク機器は導入されていない。ここではＳ

先生に頼まれる雑用をこなすのが精一杯だ。あま

り関係がないのだが、なぜか「下山したら献血に

でも行って少しは社会に貢献しよう」と心に決め

た。 

薬なども投与し、１時間程様子を見たのだが、

多少症状は改善されているものの自力で下山で

きる保障は無いため、ヘリコプターを要請するこ

とになった。ヘリコプターが到着すれば患者さん

を乗せ麓の病院まであっという間である。だいた

い３０分もあれば着くという。僕達が普通に下山

すると５～６時間。さすがヘリコプター！、すご

い！。 

Ｓ先生は「いつもヘリコプターを要請した後、

本当は自力で下山できたのではないか、もう少し

様子を見れば回復したのではないか」と考えてし



まうそうである。先程述べたように、診療所には

検査をするための機器はない。ヘリコプター要請

は医師もよく考えて考えて考え抜いてのことな

のだ。だから、みなさんも「なーんだ、いざとな

ったらヘリコプターがあるじゃん」と考えず、生

きるか死ぬかの時に要請するのだと思って欲し

い。山を楽しむのは、やはり体調を万全にしてこ

そすばらしい景色や体験ができるのではないか

と僕は思う。 

 

 

下山日はあいにくの雨であった。山小屋のスタ

ッフにご挨拶をして、雨の中を出発だ。雨は非常

に激しく降り、帰り道はまるで川のようになって

いた。帰りのパーティはＳ先生、学生さん３人、

そして僕の合計５人である。体力のあるメンバー

だったので、雨にもかかわらず下山スピードはと

ても速く、僕は遅れがちになった。道は雨で濡れ

滑りやすくなっている。下りのせいもあるが、僕

はたびたび滑りそうになり、このスピードで下る

のが少し怖くなっていた。徐々に遅れがちになっ

ているのを学生さんが気づいてくれた。Ｓ先生に

「少し、スピードを落としましょう」と提案して

くれた。おかげで微妙にスピードが落ちている気

がしたが、微妙といえば微妙なくらいの感じでも

ある。この登山にむけて前回もそうだったが、約

１ヶ月前から毎日、筋トレと１０～１５分程度走

りこんでいた。多少、体力をつけたつもりだった

のに、それでも遅れてしまう。また、半ベソにな

ってしまった。いくら半ベソでも本気で泣いても、

ここでも自分でがんばらなければゴールするこ

とはできない。とにかく、みんなの足手まといに

ならないように、まるで川のようになった山道を

下りて行った。ついに麓に着いたときはうれしさ

よりも「やっと雨の中を歩くことが終わった」と

いう安心感でいっぱいだった。時間を見てみると

約３時間半で下山してしまった。前回のときは休

憩を長めにとったせいもあるが、５時間くらいか

かったと思う。さすがに半べそになるくらいのス

ピードで下りてきたわけだ。無事に到着したから

言えることだが、あの雨の中だらだらと下山する

よりは多少きつくても気持ちを集中させて一気

に下りてしまったほうが楽だったのかもしれな

い。車で町に戻る頃は天気も回復した。 

 

 

今回の登山でも、とても貴重な体験がたくさん

できた。槍ヶ岳制覇、その帰り道での遭難事件、

そして診療所からのヘリコプター搬送。どれもこ

れも下界では味わえない経験ばかりだ。これから

の僕の生活の中で、辛かったり苦しかったりした

ときに山での経験を思い出してがんばりたいと

思う。みなさんもぜひ、自然に触れてみて欲しい。

なにかに迷ったり苦しかったりしたとき、自然の

中に行くことで癒されるのではないだろうか。少

しばかり山に登ったくらいで偉そうなことはい

えないが、きっと自然の中でなにかを感じること

ができると思う。なにもこの話のような登山など

しなくても、近所の河川の土手を歩くだけで、い

つもと違った気持ちになれるのではないだろう

か。 

 

ＰＳ・Ｓ先生へ 

本当に僕のことを誘っていただきありがとうございました。自分ではなかなか体験で

きないようなことができ、とても楽しく過ごせました。しばらく行けないと言われてま

したが、また登る時が来ましたらぜひご一緒させてくださいね。楽しみにしています。 



■連載コラム・宮尾行雄の 

 

 

 

●記憶もいつしか色変わり 
毎日の染色、お疲れ様です。 

 染色液は瓶に入った液体として買っていま

すが、その昔は色素がそれぞれ小さな容器に

入れられていました。そのずっと昔は、自然

にある顔料（石を粉にしたもの）や植物を調

合していろいろな色を作っていました。その

昔とそのずっと昔のちょうど中間で、イギリ

スの１８歳のパーキン少年がマラリヤの特効

薬のキニーネを作ろうとして青紫色の色素を

合成してしまいました。これがモーヴとかア

ニリンパープルとよばれ、合成色素の先駆け

となりました。今では、天然色素はヘマトキ

シリンとカルミンしか僕たちの仕事では使わ

れてないみたいです。モーヴの青紫色は時の

ビクトリア女王をもとりこにし、そのブーム

は２０～３０年間も続いたそうです。 

 「知に働けば角が立ち、情に棹させば流さ

れる。とかく人の世は住みにくい」で始まる

「草枕」ですが、その中にミレーの「オフィ

ーリア」が出てきます。ハムレットの恋人の

湖水に浮いている絵です。その絵の模写が

「草枕」のふるさとである熊本県の小天（お

あま）温泉にあり、先日見てきました。オフ

ィーリアのドレスは緑色でした。テイトギャ

ラリーの原画は青紫色のドレスだと思ってい

たのですが…。６ヶ月前の記憶も毎日のヘマ

トキシリン・エオジン染色で色変わりしてい

ました。 

 

 

 

 

●オフィーリア（ミレイ作） 

シェークスピアの四大悲劇『ハム

レット』第 4 幕 7 章の一場面。ハム

レットは、父を毒殺して母と結婚し

た叔父に復讐を誓うが、なかなか決

行できず、その間に恋人オフィーリ

アが狂死。ミレイはそのオフィーリ

アの姿を、美しくも細密な写実で描

いた。モデルは後に同じラファエル

前派の画家ロセッティの妻となった

エリザベス・シッダル。風景はホッグ

スミル川を元にして描かれた。 
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改訂新版 『職業性石綿ばく露と石綿関連疾患 ～基礎知識と労災補償～』  

森永謙二・編 （三信図書 2005） 
 

綿、羊毛、麻など、有機繊維を上手に利用してきた人

類は、同じようにほぐすと糸や布に織れるしなやかさ

がありながら、燃えず腐らず引っ張りに強く保温性の

ある鉱物の繊維を、石綿（アスベスト、アミアントス）

と呼んで昔から日用品や貴重品の保存などに用いてき

た。 

石綿は、蛇紋岩や角閃石が繊維状に変形した天然の

鉱物のことで、蛇紋石系（クリソタイル）と角閃石系（ク

ロシドライトなど）に大別される。アスベスト(asbest)

の名称は、ギリシア語の「σβεστο」 ”しない（な

い）”という意味の「a」と、”消化できる”という意

味の「sbestos」を語源としており、その繊維１本の細

さは、だいたい髪の毛の５０００分の１程度である。 

紀元前数千年頃のフィンランドでは、土器がひび割

れないようにアンソフイライト石綿を粘土に混ぜ、こ

ねて使っていた。古代エジプトでは、紀元前数百年頃に

ミイラの梱包に石綿布が使われていたが、わが国でも

平安時代後期の奥州藤原氏のミイラ保存に石綿が使わ

れていたことが最近判明した。これは石綿の永久に腐

らない性質を利用したものである。また、古代ローマで

は、ランプの芯としても使われていたという。ちなみに、

マルコ・ポーロの口述によるとされる『東方見聞録』に

は、ヨーロッパでは「火に焼けないサラマンダーの皮」

として記載されている。中国では、周の時代に征服した

西戎からの貢ぎ物として石綿の布が入り、火に投じる

と布は焼けずに汚れだけが燃えてきれいになることか

ら「火浣布（火で洗える布）」と呼ばれ珍重されていた。 

日本では、かぐや姫で有名な平安時代に書かれた竹

取物語に、天竺で織られた石綿布と思われる「火鼠の皮

衣」というものが出てくる。かぐや姫からこの火鼠の皮

衣を望まれたのは、右大臣の安倍御主人（あべのみう

し）。後に陰陽師として有名になる安部晴明の先祖であ

る。平賀源内は、明和元年（１７４６年）に、火に入れ

ると汚れだけが燃えて洗ったように綺麗になる布があ

ることを蘭医から聞き、石綿で布を織り「火浣布(かか

んぷ、かかんふ）)と名づけて幕府に献上している。大

きさ１０ｃｍ平方ほどの平賀源内が織ったといわれる

火浣布は、現在、京都大学図書館に保管されている。 

石綿（アスベスト）は耐久性、耐熱性、耐薬品性、電

気絶縁性などの特性に非常に優れ安価であるため、日

本では「奇跡の鉱物」などと珍重され、建設資材、電気

製品、自動車、家庭用品等、様々な用途に広く使用され

てきた。しかし、空中に飛散した石綿繊維を肺に吸入す

ると約２０年から４０年の潜伏期間を経た後に肺ガン

や中皮腫という病気を引き起こす確率が高いため、２

００５年現在では「静かな時限爆弾」などと世間からお

それられている。日本では１９７０年代以降の高度成

長期にビルの断熱保熱を目的としてアスベストが大量

に消費された。その結果、一般に言われる潜伏期間が終

わりを告げ始めた２１世紀初頭より、アスベストが原

因で発生したと思われる中皮腫や肺ガンによる死亡者

が増加しており、２０４０年までにそれらによる死亡

者は１０万人にものぼると予測されている。また、アス

ベストが使用されたビルの寿命による立て替え時期が

本格的に始まり、新たなアスベストによる被害が生ま

れてしまうのではないかとも懸念されている。 

今回紹介する森永謙二が編集した改訂新版『職業性

石綿ばく露と石綿関連疾患～基礎知識と労災補償～』

は、石綿の基礎知識として、石綿の種類と物性、用途と

日本での使用状況、職業性ばく露の機会、石綿ばく露の

医学的所見（胸膜プラーク・石綿小体）を、石綿関連疾

患の医学的解説として、健康障害の歴史、疫学・臨床・

病理からみた石綿関連疾患を分かりやすく、しかも学

問的に解析し報告している。また、われわれと直接的に

は関連がないが、石綿関連疾患と労働基準法や労働者

災害補償法についての解説も詳しい。われわれが日常

的に遭遇するであろう石綿関連の疾患を理解するため、

ぜひ一度この本を熟読されることをお勧めする。 



なお、石綿疾患に関連して、喀痰またはホルマリン固定材料から石綿を抽出する必要性が認められた場合に応

用できる簡易的な方法をここに記載する。 

 

【アスベスト抽出方法】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■四の五の言わずに読んでみられぃ！ 

 

 

『ビジネスと人生と聖書－勝利へのマスタ－キ－』 
著者：三谷康人（みたに やすと） 

発行：いのちのことば社 サイトブックス 

                 定価：（本体 1600円＋税） 
 

 「品性は高潔さと正義感によって生まれる。品性の

ない人物を絶対に経営者にしてはいけない」――経営

学者ピーター・Ｆ・ドラッカーの言葉である。 

今回ご案内する『ビジネスと人生と聖書』の著者、元

カネボウ薬品会長三谷康人氏は、若き日にこのドラッ

カーの著書と出会うことによって経営の基本、事業へ

の取り組みの姿勢、そして、経営とはどういうものかを

学んだという。本書は三谷氏が 2001年、VIPビジネス・

リサーチ・インスティテュ－ト主催で「ビジネスと聖書」

と題し、氏自身のビジネス体験を元に 7 回シリーズで

講演した内容をまとめたものである。 

三谷康人氏は鐘紡(株)グループの中のカネボウ薬品

(株)を、売上高 10億円から 400億円を越える企業に育

て上げた実力者である。『ビジネスと人生と聖書』には

三谷氏の体験を通して得た豊かな知恵と業が溢れてお

り、それらはビジネスに関わる者にはもちろん、広く人

が生きる上に力と希望を与えてくれるものと思われる。

何故なら三谷氏にとってのビジネスと人生の目指す方

向が聖書の語る「愛」の原理に根ざしているからである。 

三谷氏の尊敬するドラッカー博士はクリスチャンで

あり、世界でもっとも有名な経営コンサルタントであ

り、また、世界的な大企業の成長要因を多面的に分析し

てきた人である。ドラッカーは、良い企業風土が形成さ

れるための絶対的条件として次のことをあげる。「①長

所を強調する組織であること。②高潔を強調する組織

であること。③公正、正義を強調する組織であること。

しかも行動が伴っていること。」後に三谷氏自身がクリ

スチャンになって初めて、ドラッカーの語るところが

深く理解できるようになったという。三谷氏の傍らに

は常にドラッカーの著書と聖書があり、氏のビジネス

人生を導いてきた。 

本書には成長する企業の特徴、組織を生かす人材の

条件、個人の潜在力を引き出す方法、業績を上げる鍵

等々、具体的で興味深い内容が満載である。 

とくに三谷氏自身がドラッカーの語る「顧客の創造」

の意味を真に理解することになった漢方薬『八味地黄

丸』のマーケッティングに関する体験は興味深い。三谷

氏は、「『顧客の創造』の意味が本当にわかったとき、

時代を超えて成長を続ける企業の核心をつかむことが

できるようになった」と語る。 

「ビジネスの世界は絶えず変化している。したがっ

て、時間を越えて通用する具体的ノウハウといったも

のは無い。ただ、ビジネスに立ち向かうとき、勝利者と

なる普遍のスピリットというものは存在するのではな

いだろうか。皆さん方に少しでも参考になると思える

普遍のスピリット、ビジネスの発想法や視点について

述べていきたい」として始まる三谷氏の講演、本書を通

し参加されてみてはいかがだろうか。 

      by K子 

  

三谷康人氏の経歴：1929年広島県に生まれる。慶応義塾大学卒業後、鐘紡(株)に入社。鐘紡(株)

取締役、カネボウ薬品(株)社長、同会長など繊維、化粧品、薬品の各部門の要職を歴任。現在は

日本漢方製剤協会顧問、日本ランチェスター協会監事。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

このシリーズも回を重ねること第３回。「もう

そろそろいいんでないの？」との世間の声には耳

も貸さず、ご意見無用とばかりに、わたしの講釈

はなおも延々続いていくのであった。だって最初

に「４回シリーズでやるぞ」って言って始めたん

だから仕方ないじゃない、ねっ（じつは５回、い

やひょっとしたら６回、ことによると７回くらい

やらなきゃ収まりきらない気配が濃厚）。ま、あ

きらめてもうしばらくお付き合いのほど、よろし

くね。 

 さて、前回までは、「各年ごとのラインナップ

３０曲の中から、わたしが先にセレクトしたお気

に入り数曲について講釈をたれていく」という形

式で進めてきたわけであるが、今回から少しやり

方を変えてみたいと思う。なぜならば、今回のラ

インナップである７５年のナンバーあたりから、

簡単に４、５曲選び出すということがまことに難

しくなってしまったからである。先に無理やり曲

を選んでみても、必ずや講釈し残しが出て、のち

のちの後悔を招くは必定。よって今回から、全曲

総当たり戦で講釈を行なったのち、その結果を見

て、わがベストセレクトを決定していくことにし

たい。つーわけで、なんか長くなりそうなのよ。

ごめんね。ではさっそく７５年のラインナップ、

いかせていただきます！ 

 

1975年 DISC1 

１－１  シクラメンのかほり（布施明） 

１－２  昭和枯れすすき（さくらと一郎） 

１－３  想い出まくら（小坂恭子） 

１－４  港のヨーコ・ヨコハマ・ヨコスカ（ダウン・タウン・ブギウギ・バンド） 

１－５  カッコマン・ブギ （ダウン・タウン・ブギウギ・バンド） 

１－６  心のこり（細川たかし） 

１－７  我が良き友よ（かまやつひろし） 

１－８  冬の色（山口百恵） 

１－９  スモーキン・ブギ（ダウン・タウン・ブギ・ウギ・バンド） 

１－１０ 『いちご白書』をもう一度（バンバン） 

１－１１ 私鉄沿線（野口五郎） 

１－１２ いつか街で会ったなら（中村雅俊） 

１－１３ やすらぎ（黒沢年男） 

１－１４ 面影（しまざき由理） 

１－１５ 夏ひらく青春（山口百恵） 



 

 

筆者は１４歳、中学２年生である。この年初め

てわたしはギターを手にした。音楽に目覚めた、

といえばいかにも大げさだが、まぁなんとなく音

楽というものに対して多少なりとも理屈をこね

始める、そんなきっかけとなる出来事ではあった

わけだ。当時の音楽シーンは依然として歌謡曲全

盛であったが、一方でフォークがアングラからメ

ジャーへと加速し、ニューミュージック（今考え

るとなんか変な音楽用語だよなぁ）なるものの胎

動が始まった時期であった。そんな背景を頭の片

隅に置きながら、この年のラインナップを順に料

理していこう。 

 

１－１ シクラメンのかほり（布施明） 

布施明については前回の大講釈でもちょっと

触れた（覚えてる？）。かつて、布施明といえば、

カンツォーネ系歌謡曲歌手と誰もが認識してい

たのだったが、ここにきて小椋佳とのコラボレー

ションが実現、フォーク系へ殴り込みをかけた形

となった。おそらく、フォークがメジャーへとな

だれを打って進出してきた状況を見越しての判

断だったのだろう。結果、大当たりとなったのは

ご承知のとおりで、「シクラメンのかほり」は、

この年のレコード大賞を受賞するに至る。なにし

ろ、布施明がフォークギターを抱えて歌う姿は印

象的で、いまだに物まね番組ではこのスタイルを

使うことが多いようだ（岩本恭生とか）。ところ

で、どうでもいいようなことだけど、どうして小

椋佳の曲って、本人が歌うのと誰か別の歌手が歌

うのとで、おんなじ曲なのに微妙にメロディーが

違うんでしょうね。「シクラメンのかほり」もそ

うだし、陽水の「白い一日」、中村雅俊の「俺た

ちの旅」…。あえてそうしてるのかなぁ。そうそ

う、ユーミンとハイファイセットも「卒業写真」

では微妙にメロディー変えてたし、これってなん

か戦略の一つなのかなぁ。いや、まぁどうでもい

いんですけど、前々から気になってました。 

 

１－２ 昭和枯れすすき（さくらと一郎） 

ドラマ「時間ですよ昭和元年」の劇中曲として

使われ１００万枚を超える大ヒット。どちらかと

いえばほんわかムードのドラマにあって「♪貧し

さに負けた、いえ世間に負けた」で始まるドヨー

ンとしたどん底感は、新鮮というか、いっそ清々

しくさえあったような気がする。イントロの大正

琴の音色がまたいい味出してたよなぁ。この曲、

演歌系のデュエットものにしては珍しく、サビの

部分でちゃんとハモリが出てくる。しかも、歌っ

てみるとわかるけど（わたしはちょっとした事情

でこの曲、かなり熱心に練習したことがありま

す）、ちゃんとハモろうと思った場合、とくに女

性のパートはメロディー的にも音域的にもかな

り難易度が高いので、誰もがおいそれと歌える楽

曲ではないだろう。当時、水曜９時の枠の番組か

らはたくさんのヒット曲が生まれた。なかでも

「昭和枯れすすき」はその代表格だ。個人的には、

この時間枠の「寺内貫太郎一家Ⅱ」で使われた「北

へ帰ろう（徳久広司）」もかなり好きな一曲。皆

さん、ご存知？ 

 

１－３ 想い出まくら（小坂恭子） 

時代が味方する、そんなヒット曲がしばしば存

在するわけだが、「想い出まくら」もまたそうい

った曲のひとつであるかもしれない。しずしずと

いくぶん暗く落ち込みつつ、大きな盛り上がりも

なく流れていくこの曲、ここ２０年以内に発表さ

れたとしたら、どう転んでもヒット曲にはなりえ



なかったであろう。７５年当時の、あの時流であ

ったればこそのヒット曲にはちがいない。ただ、

私の中では、かなり印象に強い楽曲で、一時期な

ぜだかわからないけれど頭の中でいつもこの曲

がリフレインし続け、しょっちゅう歌ってもいた

ような記憶がある。メロディー・ラインに微妙な

隠し味があるのかなぁ、とも思ったりするのだけ

れど、いくら聞き込んでみても「このへんのメロ

ディーにビビビッときた」というようなところが

見つからない。なのにとても印象的。いまだ謎の

楽曲ではある。 

 

１－４ 港のヨーコ・ヨコハマ・ヨコスカ（ダウン・タウン・ブギウギ・バンド） 

ダウン・タウン・ブギウギ・バンドの登場は、

まちがいなくこの年の音楽界最大級のトピック

スのひとつに数えられる。その証拠に、この曲以

外にも「カッコマン・ブギ（１－５）」「スモー

キン・ブギ（１－９）」と、都合３曲もランクイ

ンしているではないか（選曲者の趣味かもしれな

いけど）。なにしろツナギの作業服にサングラス

といういでたちが、まずわたしたちの度肝を抜い

た。今風に表現するなら、チョイワル系とでもい

えるだろう。ま、当時のインタビューによれば、

単にお金がなかったのでこのスタイルにした、と

のことであったが。また、冗談なのか本気なのか

わからない、でも耳なじみよくすんなり入り込ん

でくるそれらの楽曲の数々は、中学生の耳にもじ

つにかっこよく響いてきたのだった（ちなみにわ

たしは、この当時の楽曲では「売り物ブギ」が一

番好き）。「港のヨーコ・ヨコハマ・ヨコスカ」

は、はっきり言って音楽的にはさほど見るべきと

ころのない曲だが、その物語性が（すなわち作詞

家サイドの力量が）人々に受け入れられた楽曲で

あり、「アンタ、あの娘のなんなのさ」は流行語

にもなった。当然のことながら物まねのネタにも

なったし、笑福亭鶴光の大阪弁バージョンにはか

なり笑った記憶がある。ダウン・タウン・ブギウ

ギ・バンドの音楽性の高さは、おおむね宇崎竜童

氏によるところ大であり、それを裏付けるように、

次の年から山口百恵とのコンビでコンポーザー・

宇崎竜童の伝説的とも言える快進撃が始まった

ことは皆様ご承知のとおり。そのあたりについて

は、また項目も新たにお話するとしよう。 

 

１－５ カッコマン・ブギ （ダウン・タウン・ブギウギ・バンド） 

略。 

 

１－６ 心のこり（細川たかし） 

「心のこり」は、細川たかしのデビュー曲であ

る。この年、レコード大賞新人賞戦線は、細川た

かしと岩崎宏美の一騎打ちの様相を呈し、みごと

細川たかしが「心のこり」で最優秀新人賞に輝き、

涙涙の大団円を迎えたのであった。実力派として

定評のある細川たかし。歌のうまさにかけてはデ

ビュー当時から群を抜いているが、どうやら、そ

の実力の根底を支えているのが民謡であるらし

い、ということは一般にも知られているところで

ある。実際、細川たかしが突然何の脈略もなく民

謡の一節を歌いあげる姿をテレビで目にしたこ

とのある方も多いのではなかろうか。 

話はちょっと横道にそれるが、聞くところによ

れば、細川たかしは三橋美智也の弟子であったと

いう（ひょっとすると今はもう、三橋美智也って

誰？という世代が多いのかなぁ…）。わたしがリ

アルタイムで知っている三橋美智也とは、ジョ

ン・トラボルタ風の服装で「フィーバー！」とか

言いながらコマーシャルに出ているオジサン・キ

ャラ（当時、ミッチーと呼ばれていた）である。

また、リアルタイムではないけれど「♪夕焼け空



が真っ赤ッか」とか「♪ワラにまみれてよー」と

かの民謡系歌謡曲を歌っていたらしいというこ

とも一応知ってはいた。三橋美智也が民謡界の大

御所である、と知ったのはずいぶん後になってか

らのことだ。かつて一度だけ、ラジオで三橋美智

也の歌う民謡を聞いたことがある。そのときわた

しは、あの実力派の細川たかしがなぜこの人に弟

子入りしたのか、その理由を理解した。こと民謡

に関する限り、三橋美智也は天才だったのである。 

 

１－７ 我が良き友よ（かまやつひろし） 

最近、かまやつひろしがテレビに登場したとき

には、必ず「バン・バン・バン」を出演者全員で

合唱することになってるみたいだが、たまには

「我が良き友よ」も歌ってほしいなぁと思うのは

わたしだけだろうか。 

 

１－８ 冬の色（山口百恵） 

この年のラインナップにもう１曲、「夏ひらく

青春（１－１５）」も入っているので、ついでに

２曲まとめていってみよう。 

山口百恵の芸能史を前期・後期に分けるならば、

前期は「陰のある青春歌謡アイドル期」、後期は

「大噴火スーパースター期」と分類することがで

きるだろう。「夏ひらく青春」あたりまでが、山

口百恵の前期「陰のある青春歌謡アイドル期」に

あたる。前期の山口百恵を見る限り、少なくとも

わたしには、後年彼女がよもやあのような変貌を

遂げることになろうとは想像すらできなかった。

それはおそらくわたしだけではないと思う。 

前期の山口百恵は、ある意味、扱いにくい存在

であったかもしれない。ひとつには、彼女の声質

がいわゆるアイドル的な声質ではなかったこと

がある。また、当時としては群を抜くほどに歌の

うまい歌手でもなかった。この当時のアイドル歌

手の規準といえば、（うまいへたは別として）声

は高音域で、ちょっとキャピキャピ感があって、

とにもかくにも明るい笑顔で押す、というのが常

套手段だったのだが、山口百恵はそれらすべてに

該当していない。それを個性的といえば言えるの

だろうけれど、ひとつ上を目指すには、とりわけ

アイドル系の枠の中で抜け出すには、ビジョンを

描きにくいところがあったのではなかろうか。た

とえば「夏ひらく青春」を例にとると、曲調はア

イドル系ながら、高音の抜けの悪さで違和感があ

ったし、ちょっと無理してる感も漂っていたので

ある。逆に「冬の色」のような楽曲は当時の山口

百恵にはズバリはまった曲ではあったのだが、い

かんせん、この曲調でトップを狙うこともまた難

しかったわけだ。後期「大噴火スーパースター期」

についは、７６年からの楽曲をもとに詳述するの

で、ここでは詳しくは述べない。ただひとつ言え

ることがあるとすれば、彼女の後期の大ブレイク

は、前期でマイナスと思われていたことをすべて

プラスに転化した結果であるということだ。もち

ろんそれは彼女だけの力ではない。この先の考察

は、７６年のラインナップであらためて。 

 

１－９ スモーキン・ブギ（ダウン・タウン・ブギ・ウギ・バンド）  

略。 

 

１－１０ 『いちご白書』をもう一度（バンバン） 

 １９７５年からほぼ３０年が経過した今だか

らこそわかること、それは、この年のヒット曲ナ

ンバー・ワンがまぎれもなく「『いちご白書』を

もう一度」であった、ということである。レコー



ド大賞でもよかったんじゃないのかと、今にして

思う。筆者の年代（４０～５０歳代あたり）にと

っては、とりわけ思い出深いこの曲。たぶん、わ

たしと同年代で多少なりとも「ギターを触った経

験あり」のお父さんにひょいとギターを渡して

「『いちご白書』をもう一度」を弾いてください、

とリクエストしたら、８割以上の人が即座に弾け

る気がするがどうだ？。当時、ギターを手にした

連中は、ほぼ例外なくこの曲を練習しているはず

である。その意味では、この年の代表曲というよ

りも日本フォーク史を代表する１曲、といったほ

うが正しいかもしれない。ジャンルとしてはフォ

ークに分類するほかない「『いちご白書』をもう

一度」であるが、不思議と「フォーク・ソングで

ございます」といった、ある種の気恥ずかしさの

ような抵抗感はなく、２００６年の現在でも、意

外と古さを感じさせないこの曲。そこにわれわれ

は、作曲者である荒井（現・松任谷）由実の底力

を垣間見ることができる。 

 なお、この曲のタイトルの『いちご白書』とは、

映画のタイトルである。コロンビア大学が舞台の、

学生運動をテーマにした映画だそうだが、ちなみ

に、これを観たわが友人の話によると「びっくり

するくらい面白くなかった」とのことである。 

 

１－１１ 私鉄沿線（野口五郎） 

なぜだか知らないが、野口五郎といえば「私鉄

沿線」と、そういうことになっているらしい。物

まねに使われるのもたいていこの曲だし。個人的

には「甘い生活」が一番好きなんだけど、賛同さ

れる方、手を挙げてください（ちなみに、続・青

春歌年鑑には「甘い生活」が収録されております）。 

 

１－１２ いつか街で会ったなら（中村雅俊） 

中村雅俊の曲で何が一番好きかと聞かれたら、

ためらうことなく「いつか街で会ったなら」と答

えますね、わたしは。歌詞内容も、曲調も（作曲

は吉田拓郎）なんとなく中村雅俊の朴訥とした雰

囲気によく合っている気がするし、「ふれあい」

や「俺たちの旅」での気負い的な部分がこの曲で

は出てきていないと思う。自然体で歌ってる感じ

がいいですね（もっとも、中村雅俊の自然体がど

んなんだか、実際には知らないわけだけど･･･）。 

 

１－１３ やすらぎ（黒沢年男） 

 パス１。 

 

１－１４ 面影（しまざき由理） 

はたして今、これを読んでいらっしゃる方のう

ち何人くらいが「面影」と聞いて「ああ、あの曲

ね、知ってる知ってる」といわれるであろうか。

はたまた、「しまざき由理」と聞いて「ああ、確

かあんな顔だったよね」と思い出されるであろう

か。テレビドラマ「Ｇメン７５」のテーマソング

といえば、思い出された方も多いかもしれないが。 

内容はほとんど覚えてないけど、とにかく辛気

臭いドラマだった印象の強いＧメン７５（唯一の

救いは倉田保明のアクションくらいだった）。そ

んなドラマにぴったりはまったのがこの「面影」

であった。たしかエンディングテーマだったと記

憶しているが、とにかく暗～い本編が終わって流

れ始める「面影」は、暗～い気持ちをダメ押しし

てくれて、楽しいはずの土曜の夜はなんとなくど

んよりと暗くなるのだった。じゃ、見なきゃいい

じゃないかと言われそうだが、なんだか見ちゃう

んだよなぁ、Ｇメン７５。結構視聴率よかったん

じゃないのか。ま、ここでどんよりしたおかげで、

そのあとの「ウィーク・エンダー」がよりいっそ



う盛り上がるという、そんな効果もあったのかも

しれない。 

 

１－１５ 夏ひらく青春（山口百恵） 

 略。 

 

さて、７５年のラインナップ、やっと半分片付きました。では気合いを入れなおして、後半戦、

いきます！ 

 

２－１ 恋の暴走（西城秀樹） 

申しわけない。この曲、知りません。いや、た

ぶん聞けば「ああ、あの曲か」とわかるんだろう

けど、タイトル見ただけじゃ全然メロディーも浮

かんできません。西城秀樹に関しては、これから

先、別の曲のところで語ることもたくさんあるの

で、次の登場時に詳しく、ということで、ここは

ひとまずパス２。 

 

 

 

 

 

 

２－２ 木枯らしの二人（伊藤咲子） 

７５年のラインナップとしては、なかなかにマ

ニアックな選曲であるかもしれない。この曲を聴

いてまず最初に頭に浮かぶのは（おそらくわれわ

れの年代では）、スター誕生というオーディショ

ンものの草分けとなったテレビ番組のことであ

ろう。「木枯らしの二人」がヒット街道を走って

いたあのころ、スタ誕に出てくるアイドル志望の

女の子たちは、誰も彼もネコもしゃくしも、みー

んな「木枯らしの二人」を歌っていた。実際それ

ほどでもなかったのかもしれないが、私の印象と

しては、そんな感じがとても強い。とはいっても、

この曲を選曲してしまう気持ち、確かにわからな

いでもない。いわゆる「サビ出し」という、曲の

中で一番盛り上がりのメロディーを頭にどーん

ともってくる曲の構成は、一発勝負のオーディシ

ョンにおいて「つかみ」という意味では非常に有

効であったに違いないからである。そこそこの実

力さえあれば、審査員の評価をぐっと一気に高め

ることができただろう。あくまでも実力さえあれ

ば、だが。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「ひまわり娘」「乙女のワルツ」を代表として、

その歌唱力を前面に押し出した、やや優等生的な

楽曲が多い伊藤咲子だが、その中にあって、どち

らかというと俗なイメージのある「木枯らしの二

人」は、かえって耳に新鮮に響いたような気がす

る。 
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２－３ 学校の先生（坂上二郎） 

「二郎さん、脳梗塞から奇跡の復帰！」と、先

日あるテレビ番組で知った。ま、それはそれとし

て、「学校の先生」であるが、皆さんこの曲、ご

存知ですか。７５年を代表する楽曲のうちのひと

つ、といえるのかどうかはなはだ心もとない気も

するけど。 記憶では、歌とセリフの入り混じっ

た、男版「二十四の瞳」みたいな内容の歌だった。

これ、ヒットしたのかなぁ。でも、なぜか内容ま

で覚えているところをみると、ヒットしたんだろ

うなぁ。 

 二郎さんといえば「憧れのハワイ航路（オリジ

ナルは岡晴夫）」。コントの中などで声高らかに

この曲を歌いあげる姿がとりわけ印象深い。わり

と最近では、ユニコーンとのコラボレーションな

んかもあった（最近でもないか？）。たぶん音楽

的な素養はある人なんだろうね、二郎さんって。 

 

２－４ 年下の男の子（キャンディーズ） 

キャンディーズにとって「年下の男の子」は、

ある意味、ターニングポイントになった楽曲であ

る。ひょっとしたら、この曲をキャンディーズの

デビュー曲だと思っている人もいるんじゃない

だろうか。私の記憶では、伊藤蘭の立ち位置を真

中に変え、メインボーカル的に使う戦略に打って

出たのが、この曲からだった。 

デビュー曲の「あなたに夢中」に始まり、「あ

ぶない土曜日」と、それなりに実力を見せていた

キャンディーズではあったが、実力派・アイドル

のどっちつかずの状況でもあり、はっきり言って

伸び悩んでいた。「年下の男の子」以前の楽曲を

みると、田中好子メインで、アイドルではあるけ

れどそれなりに歌える、それなりにコーラスもで

きるといった半実力派路線を意識していたから

形跡がうかがえるわけである。「年下の男の子」

は、間違いなくキャンディーズにとっての勝負曲

であった。おそらくこの曲がダメなら、ほとんど

普通の女の子（「年下の男の子」以前のキャンデ

ィーズの世間的認識度はそんなもんだっただろ

う）から、まったく普通の女の子に戻るしかない

という崖っぷち、背水の陣、板子一枚下は地獄、

みたいな状況だったのではないか。だからこそ、

ここでとられた戦略はただ一つ、「アイドル系イ

メージの定着」だったのである。そのために、「年

下の男の子」では、あえてメインボーカルが上手

に歌う必要はない、もっと言えば上手に歌わせな

い、という方向性を打ち出したのだ。 

「年下の男の子」以降の作品を見ればわかると

おり、伊藤蘭が必ずしも歌えない歌手であったわ

けではない。起死回生の策として、うまく聞こえ

るように歌わせない（ただしコーラスはきちんと

かぶせる）という、一か八かの荒業作戦は見事な

までに大当たりしたのであった。いやー、仕掛け

人のプロデューサー、誰だか知らないけどなかな

かするどい。 いずれにしても、ここからあのキ

ャンディーズ伝説がスタートした。その後の展開

については、また回を改めて。 

 

２－５ 裏切りの街角（甲斐バンド） 

 この年のラインナップの中で、「想い出まくら」

同様、いまだに理由がわからないけれど耳の奥で

ずーっとリフレインし続けた楽曲のひとつが「裏

切りの街角」である。私の中では、この２曲のか

もし出す雰囲気は極めて近い。２曲に共通して呼

び起こされるイメージは「雨」。それも梅雨時の

雨だ。はっきりした記憶はないが、そんな時期に

ヒットしていたのかも。 

 

２－６ 誘われてフラメンコ（郷ひろみ） 



 アイドル路線バリバリのころの楽曲。歌詞内容

はともかく、曲をとても印象的に記憶しているの

は、言うまでもなく筒美恭平大先生の作品だから

であろう。 

 

２－７ 雨だれ（太田裕美） 

雨だれは、太田裕美のデビュー曲。自らピアノ

を弾いて歌う姿が印象的だった。太田裕美に関す

る論考は、７６年の「木綿のハンカチーフ」の項

にて詳細に。

 

２－８ 酒場にて（江利チエミ） 

そのむかし三人娘と呼ばれていた、とか、その

むかしサザエさんの実写版ドラマでサザエさん

役だった、とか、そのむかしテネシーワルツをカ

バーして一発当てたとか、私が江利チエミについ

て知っていることは残念ながらそのくらいしか

ない。しかもこの記憶自体、実体験としての記憶

ではなく、「懐かしの○○」みたいな番組のＶＴ

Ｒによるものである。唯一、「酒場にて」だけが、

私にとってのリアルタイムで見聞きした江利チ

エミだ。だからなのかどうか、この曲はとても印

象深い。いや、正確に言うと、この時期にちょっ

とだけ垣間見た江利チエミという人のキャラク

ターがとにかく強烈であったのかも。 

 

２－９ 夢よもういちど（真木ひでと） 

 グループサウンズ全盛期にはすさまじい人気

があったと聞く。「聞く」としか言いようがない

のは、世代的にグループサウンズ全盛期と若干の

ズレがあるためだ。そんなわけで、私の知ってい

る真木ひでとは、演歌歌手としての真木ひでとだ

けである。ま、知ってるつっても、「雨の東京」

と「夢よもういちど」だけなんだけど…。 そも

そも真木ひでとって演歌にむいていたんだろう

か、と改めて考えてみると、うーん、どうなんだ

ろう、ちょっとしんどかったんじゃないのかなぁ。

声、ハスキーなんだけど、ねぇ…。 

 

２－１０ 今はもうだれも（アリス） 

アリスの存在を世に（といっても限られた世代

を中心にではあるけれど）知らしめた最初の曲だ

ったかも知れない。いやー、練習しましたねぇ、

この曲。ちゃんとコーラスつけようと思うとわり

に難しいんだ。とくに低いほうのパートが。 

 

２－１１ みかん色の恋（ずうとるび） 

人気番組「笑点」のちびっこ大喜利で座布団１

０枚獲得したご褒美に結成された「ずうとるび」。

当時、その姿を見ない日はないほど、歌番組、バ

ラエティー番組と抜群の人気を誇り、紅白歌合戦

にも出場した。つい最近、何かの番組の企画で再

結成（といっても、山田・江藤・藤井の３人組で、

だったけれど）してたので、ご覧になった方もい

るだろう。ま、勢いで、というかある意味シャレ

で結成されたグループだったので、音楽的にはと

くに見るべきところなし。 

 

２－１２ 純愛（片平なぎさ） 

 いまやサスペンス劇場の女王と呼ばれる片平

なぎさだが、もともとはスター誕生出身。アイド

ルでスタートしたことを皆さんご記憶であろう

か。 



２－１３ バンプ天国（フィンガー５） 

晃の声変わりが秒読みに入り、いよいよ抜本的

改革を迫られたフィンガー５。と思い込んでいた

が、男性パートの高いところ歌ってるのは三男？。

この時点ですでに晃の声変わりは始まっていた

のかも（きっとそうだ）。にもかかわらず、ボー

イソプラノに合わせた、聞いてるほうが苦しくな

ってくるようなキー設定。「早いとこ何とかして

やってくれぃ！」と投書のひとつもしたくなる楽

曲に仕上がっている。 

 

２－１４ サボテンの花（チューリップ） 

２年前にこのコーナーで論考したとおり、私は

チューリップに対して思い入れのない人間であ

る。だから、７５年の時点では、「サボテンの花」

の存在を知らなかったと思う。それにしてもこの

曲、ソロ・バージョンとかリメイク・バージョン

とかソロのリメイク・バージョンとか、やけに使

いまわされてないか。ま、いい曲だからいいんだ

けどね。 

 

２－１５ 乙女のワルツ（伊藤咲子） 

 略。 

というわけで、７５年のラインナップ３０曲総当

たり戦が終了した。当初の予定では、今回少なくとも

２年分（７５年、７６年）を片付けるつもりであった

が、３０曲やっただけで、すでにヨレヨレだ。それよ

りなにより、この後さらに３０曲を片付けるだけの

スペースもなくなった。まことに不本意ながら今回

の大講釈は１年分を料理しただけでお開きとさせて

いただきたい。次回もこのパターンで原稿を進めた

場合、７０年代を終えるまでにヘタすると４年必要

になってしまう。やっぱ、総当たり戦方式は無謀だっ

たのだろうか。どうしようかな、来年から。ま、一年

考えてみますわ。なかなか総括の難しい７５年のラ

インナップ。あえて傾向を見出すなら、テレビ番組の

絡んだヒット曲が多い、ということだろうか。スタ誕

出身歌手の勢力拡大、ドラマ劇中歌の躍進が注目さ

れる。異色だが、笑点から出てきたずうとるびも、テ

レビ絡みといえばテレビ絡みだ。 

 以上を踏まえて、７５年ラインナップからセレ

クトした超個人的ベストヒットは次のとおり。 

 

 

 

 

 

７０年代超個人的ベスト２０／４０ 

●手紙（由紀さおり） 

●白い色は恋人の色（ベッツィ＆クリス） 

●もう恋なのか（にしきのあきら） 

●１７才（南沙織） 

●また逢う日まで（尾崎記世彦） 

●花嫁はしだのりひことクライマックス 

●あの素晴らしい愛をもう一度（加藤和彦と北山修） 

●水色の恋い（天知真理） 

●喝采（ちあきなおみ） 

●結婚しようよ（よしだたくろう） 

●虹と雪のバラード（トワ・エ・モア） 

●心の旅（チューリップ） 

●個人授業（ファンガーファイブ） 

●街の灯り（堺正章） 

●積木の部屋（布施明） 

●よろしく哀愁（郷ひろみ） 

●岬めぐり（山本コータロー） 

●想い出まくら（小坂恭子） 

●『いちご白書』をもう一度（バンバン） 

●いつか街で会ったなら（中村雅俊） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


